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(57)【要約】
【課題】高輝度かつ高色再現性を有し、高品位な有機Ｅ
Ｌ表示装置を提供する。
【解決手段】駆動素子が形成されたシリコン基板上に、
有機ＥＬ層と、カラーフィルタとを有する、有機ＥＬ表
示装置であって、前記カラーフィルタが、特定の赤色画
素と、緑色画素と、青色画素とを含む画素を有し、前記
画素が、着色剤（Ａ）と、光重合性単量体（Ｂ）と、光
重合開始剤（Ｃ）と、樹脂（Ｄ）とを含有し、前記光重
合性単量体（Ｂ）が下記一般式（１）で表される化合物
を含み、光重合開始剤（Ｃ）がオキシムエステル系光重
合開始剤を含む感光性着色組成物の硬化物である、有機
ＥＬ表示装置。
一般式（１）：［ＣＨ２＝ＣＨＣ（＝Ｏ）－（ＯＣｍＨ

２ｍ）ｎ－ＯＣＨ２］３－ＣＣＨ２ＣＨ３

（一般式（１）中の各符号は、明細書に記載のとおりで
ある。）
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動素子が形成されたシリコン基板上に、有機ＥＬ層と、カラーフィルタと、を有する
、有機ＥＬ表示装置であって、
　前記カラーフィルタが、赤色画素と、緑色画素と、青色画素とを含む画素を有し、
　前記画素の膜厚が１．０μｍ～２．０μｍの範囲であり、
　前記赤色画素の分光透過率が、波長４５０ｎｍ～５６０ｎｍの範囲における光の最大透
過率が０．４％以下、かつ波長６００ｎｍ～７００ｎｍの範囲の光の透過率が８０％以上
１００％未満であり、
　前記緑色画素の分光透過率が、波長４００ｎｍ～４７０ｎｍの範囲における光の最大透
過率が２％以下、かつ波長５５０ｎｍの光の透過率が８０％以上１００％未満であり、
　前記青色画素の分光透過率が、波長５００ｎｍ～５６０ｎｍの範囲における光の最大透
過率が２０％未満であり、
　前記画素が、着色剤（Ａ）と、光重合性単量体（Ｂ）と、光重合開始剤（Ｃ）と、樹脂
（Ｄ）とを含有し、前記光重合性単量体（Ｂ）が下記一般式（１）で表される化合物を含
み、光重合開始剤（Ｃ）がオキシムエステル系光重合開始剤を含む感光性着色組成物の硬
化物である、有機ＥＬ表示装置。
一般式（１）
　　［ＣＨ２＝ＣＨＣ（＝Ｏ）－（ＯＣｍＨ２ｍ）ｎ－ＯＣＨ２］３－ＣＣＨ２ＣＨ３

（一般式（１）中、ｍは１～３の整数を表し、ｎは０～２の整数を表し、複数あるｍ及び
ｎは同一であっても異なってもよい。）
【請求項２】
　前記一般式（１）で表される化合物の含有量が、光重合性単量体（Ｂ）全量に対して５
０質量％以上である、請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】
　前記オキシムエステル系光重合開始剤が、下記一般式（２）で表される化合物である、
請求項１又は２に記載の有機ＥＬ表示装置。
【化１】

（一般式（２）中、Ｚは直接結合、又は－Ｃ（＝Ｏ）－基を表し、Ｒ１は置換基を有して
もよい炭素数１～２０のアルキル基を表し、Ｒ２は置換基を有してもよい炭素数１～２０
のアルキル基、又は置換基を有してもよいアリール基を表し、Ｒ３～Ｒ１０はそれぞれ独
立して、水素原子、置換基を有してもよい炭素数１～２０のアルキル基、置換基を有して
もよいアリール基、ニトロ基、又はＲ１１－Ｃ（＝Ｏ）－基を表す。Ｒ１１は置換基を有
してもよいアリール基を表す。）
【請求項４】
　前記樹脂（Ｄ）が、感光性アクリル樹脂を含む、請求項１～３いずれか１項に記載の有
機ＥＬ表示装置。
【請求項５】
　前記感光性アクリル樹脂が、
　分子内に２つの水酸基と１つのチオール基とを有する化合物（ａ）の水酸基と、ピロメ
リット酸無水物及び／又はトリメリット酸無水物の酸無水物基と、の反応生成物の存在下
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で、水酸基含有エチレン性不飽和単量体（ｂ）を含むエチレン性不飽和単量体（ｃ）を重
合させた水酸基含有重合体の水酸基と、１つのイソシアネート基及び１つ以上の（メタ）
アクリロイル基を有する化合物（ｄ）のイソシアネート基と、を反応させた樹脂であり、
　水酸基含有エチレン性不飽和単量体（ｂ）に由来する構成単位の含有量が、エチレン性
不飽和単量体（ｃ）由来する構成単位の全量に対して３５質量％以上、８０質量％以下で
ある感光性アクリル樹脂（Ｅ）を含む、請求項４に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項６】
　前記赤色画素における着色剤（Ａ）の含有量が２４質量％以上６７質量％以下、
　前記緑色画素における着色剤（Ａ）の含有量が３０質量％以上５５質量％以下、及び、
　前記青色画素における着色剤（Ａ）の含有量が３０質量％以上４７質量％以下である、
請求項１～５いずれか１項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話機や携帯情報端末などの電子機器において、現在の主流である液晶表示
装置では困難であった更なる薄型・軽量化や曲面表示の要求に対応するため、自発光素子
である有機ＥＬ（有機エレクトロルミネッセンス）を用いた表示装置の開発・量産化が進
んでいる。その中でも、薄型・軽量化の特徴を活かすため、ヘッドマウントディスプレイ
、電子ビューファインダなどの高精細かつ０．５インチ程度の小型ディスプレイ（以下、
マイクロディスプレイと称する）への応用が期待されている。
【０００３】
　有機ＥＬディスプレイの表示方式には、白色発光層を製膜し、カラーフィルタを用いて
ＲＧＢ等の色表現をする方式と、ＲＧＢ等それぞれの色を発光する発光層を蒸着させ色表
現する方式の大きく２つの方式がある。マイクロディスプレイは、画素が微細であるため
、ＲＧＢの発光層を選択的に製膜する方法は非常に困難な状況となっている。そのため、
白色発光層にカラーフィルタを用いる方式がマイクロディスプレイには積極的に採用され
ている。
【０００４】
　マイクロディスプレイは前述のとおり、画素サイズが１μｍ～５μｍと微細であるため
、従来から採用されている有機ＥＬ素子とカラーフィルタを別々の基板に作製し貼り合せ
る方式では、精度が下がり、色ズレが生じてしまう。そのため、有機ＥＬ素子上にカラー
フィルタを形成する方式が提案されている。
【０００５】
　カラーフィルタは、インクジェット方式やフォトリソグラフィー法等の製造方法がある
が、微細な画素形成が可能なフォトリソグラフィー法の採用進んでいる。しかしながら、
有機発光層は耐熱性が低いため、有機ＥＬ素子上にカラーフィルタを形成するには、低温
で焼成する必要がある。具体的には、従来のフォトリソグラフィー法では２３０℃と非常
に高温で焼成していたが、１００℃程度での焼成が必要となる。しかしながら、着色画素
の焼成温度を下げると、硬化が不十分となり、次工程の画素形成時に、塗工した着色組成
物に含まれる溶剤による着色画素の剥がれや表面荒れといった問題が発生してしまう。一
方で、露光量を上げた場合においては、着色画素に含まれる架橋性分の反応が進行し、硬
化は進行するものの、任意のサイズの画素形成することは非常に困難であった。
【０００６】
　前記問題点を解決するため、例えば特許文献１ではエポキシ基を含有するアルカリ可溶
性樹脂と硬化剤としてアミン化合物を含有する着色組成物を用いることにより低温での硬
化性を上げる手法が提案されている。しかし、着色組成物中にアミン化合物を添加するこ
とにより、カラーフィルタとしての透過率を低下させる恐れがある。また、特許文献２で
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は、オキセタン化合物と熱重合開始剤として過酸化物骨格を持つベンゾフェノン系化合物
を用いることにより、低温で硬化させる手法を提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１２－０６３７４５号公報
【特許文献２】特開２００３－２５５５３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、前述の特許文献１及び２において硬化温度は１５０℃であり、有機ＥＬ
素子の耐熱性を考慮すると、更なる低温硬化性が求められている。また、高い色再現性を
薄膜で達成するためには、カラーフィルタの色材濃度が高くする必要がある。特許文献１
及び２の手法では、色材濃度が高い場合において、パターニングするだけの充分な感度を
出すことが非常に困難であった。
【０００９】
　本発明は上記課題を考慮し、高輝度かつ高色再現性を有し、高品位な有機ＥＬ表示装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　すなわち、本発明に係る有機ＥＬ表示装置は、駆動素子が形成されたシリコン基板上に
、有機ＥＬ層と、カラーフィルタと、を有する、有機ＥＬ表示装置であって、
　前記カラーフィルタが、赤色画素と、緑色画素と、青色画素とを含む画素を有し、
　前記画素の膜厚が１．０μｍ～２．０μｍの範囲であり、
　前記赤色画素の分光透過率が、波長４５０ｎｍ～５６０ｎｍの範囲における光の最大透
過率が０．４％以下、かつ波長６００ｎｍ～７００ｎｍの範囲の光の透過率が８０％以上
１００％未満であり、
　前記緑色画素の分光透過率が、波長４００ｎｍ～４７０ｎｍの範囲における光の最大透
過率が２％以下、かつ波長５５０ｎｍの光の透過率が８０％以上１００％未満であり、
　前記青色画素の分光透過率が、波長５００ｎｍ～５６０ｎｍの範囲における光の最大透
過率が２０％未満であり、
　前記画素が、着色剤（Ａ）と、光重合性単量体（Ｂ）と、光重合開始剤（Ｃ）と、樹脂
（Ｄ）とを含有し、前記光重合性単量体（Ｂ）が下記一般式（１）で表される化合物を含
み、光重合開始剤（Ｃ）がオキシムエステル系光重合開始剤を含む感光性着色組成物の硬
化物である。
一般式（１）
　　［ＣＨ２＝ＣＨＣ（＝Ｏ）－（ＯＣｍＨ２ｍ）ｎ－ＯＣＨ２］３－ＣＣＨ２ＣＨ３

（一般式（１）中、ｍは１～３の整数を表し、ｎは０～２の整数を表し、複数あるｍ及び
ｎは同一であっても異なってもよい。）
【００１１】
　本発明の有機ＥＬ素子の一実施形態は、前記一般式（１）で表される化合物の含有量が
、光重合性単量体（Ｂ）全量に対して５０質量％以上である。
【００１２】
　本発明の有機ＥＬ素子の一実施形態は、前記オキシムエステル系光重合開始剤が、下記
一般式（２）で表される化合物である。
【００１３】
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【化１】

（一般式（２）中、Ｚは直接結合、又は－Ｃ（＝Ｏ）－基を表し、Ｒ１は置換基を有して
もよい炭素数１～２０のアルキル基を表し、Ｒ２は置換基を有してもよい炭素数１～２０
のアルキル基、又は置換基を有してもよいアリール基を表し、Ｒ３～Ｒ１０はそれぞれ独
立して、水素原子、置換基を有してもよい炭素数１～２０のアルキル基、置換基を有して
もよいアリール基、ニトロ基、又はＲ１１－Ｃ（＝Ｏ）－基を表す。Ｒ１１は置換基を有
してもよいアリール基を表す。）
【００１４】
　本発明の有機ＥＬ素子の一実施形態は、前記樹脂（Ｄ）が、感光性アクリル樹脂を含む
。
【００１５】
　本発明の有機ＥＬ素子の一実施形態は、前記感光性アクリル樹脂が、
分子内に２つの水酸基と１つのチオール基とを有する化合物（ａ）の水酸基と、ピロメリ
ット酸無水物及び／又はトリメリット酸無水物の酸無水物基と、の反応生成物の存在下で
、水酸基含有エチレン性不飽和単量体（ｂ）を含むエチレン性不飽和単量体（ｃ）を重合
させた水酸基含有重合体の水酸基と、１つのイソシアネート基及び１つ以上の（メタ）ア
クリロイル基を有する化合物（ｄ）のイソシアネート基と、を反応させた樹脂であり、
　水酸基含有エチレン性不飽和単量体（ｂ）に由来する構成単位の含有量が、エチレン性
不飽和単量体（ｃ）由来する構成単位の全量に対して３５質量％以上、８０質量％以下で
ある感光性アクリル樹脂（Ｅ）を含む。
【００１６】
　本発明の有機ＥＬ素子の一実施形態は、
　前記赤色画素における着色剤（Ａ）の含有量が２４質量％以上６７質量％以下、
　前記緑色画素における着色剤（Ａ）の含有量が３０質量％以上５５質量％以下、及び、
　前記青色画素における着色剤（Ａ）の含有量が３０質量％以上４７質量％である。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、高輝度かつ高色再現性を有し、高品位な有機ＥＬ表示装置の提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本実施の有機ＥＬ表示装置の、模式的な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、詳細にわたって本発明の実施形態を説明する。
なお、本明細書では、「（メタ）アクリロイル」、「（メタ）アクリル」、「（メタ）ア
クリル酸」、「（メタ）アクリレート」、又は「（メタ）アクリルアミド」と表記した場
合には、特に説明がない限り、それぞれ、「アクリロイル及び／又はメタクリロイル」、
「アクリル及び／又はメタクリル」、「アクリル酸及び／又はメタクリル酸」、「アクリ
レート及び／又はメタクリレート」、又は「アクリルアミド及び／又はメタクリルアミド
」を表すものとする。また、本明細書に挙げる「Ｃ．Ｉ．」は、カラーインデックス（Ｃ
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．Ｉ．）を意味する。
【００２０】
　本実施の有機ＥＬ表示装置は、駆動素子が形成されたシリコン基板上に、有機ＥＬ層と
、カラーフィルタと、を有する、有機ＥＬ表示装置であって、
　前記カラーフィルタが、赤色画素と、緑色画素と、青色画素とを含む画素を有し、
　前記画素の膜厚が１．０μｍ～２．０μｍの範囲であり、
　前記赤色画素の分光透過率が、波長４５０ｎｍ～５６０ｎｍの範囲における光の最大透
過率が０．４％以下、かつ波長６００ｎｍ～７００ｎｍの範囲の光の透過率が８０％以上
１００％未満であり、
　前記緑色画素の分光透過率が、波長４００ｎｍ～４７０ｎｍの範囲における光の最大透
過率が２％以下、かつ波長５５０ｎｍの光の透過率が８０％以上１００％未満であり、
　前記青色画素の分光透過率が、波長５００ｎｍ～５６０ｎｍの範囲における光の最大透
過率が２０％未満であり、
　前記画素が、着色剤（Ａ）と、光重合性単量体（Ｂ）と、光重合開始剤（Ｃ）と、樹脂
（Ｄ）とを含有し、前記光重合性単量体（Ｂ）が下記一般式（１）で表される化合物を含
み、光重合開始剤（Ｃ）がオキシムエステル系光重合開始剤を含む感光性着色組成物の硬
化物である。
一般式（１）
　　［ＣＨ２＝ＣＨＣ（＝Ｏ）－（ＯＣｍＨ２ｍ）ｎ－ＯＣＨ２］３－ＣＣＨ２ＣＨ３

（一般式（１）中、ｍは１～３の整数を表し、ｎは０～２の整数を表し、複数あるｍ及び
ｎは同一であっても異なってもよい。）
【００２１】
　上記本実施の有機ＥＬ表示装置は、カラーフィルタの画素が、上記特定の感光性着色組
成物の硬化物であるため、有機ＥＬ層上にカラーフィルタを形成した場合であっても、有
機ＥＬ層への熱の影響を抑制することができるため、高輝度かつ高色再現性を有し、高品
位な有機ＥＬ表示装置を得ることができる。
　以下、本実施の有機ＥＬ表示装置について、まず画素形成用の感光性着色組成物を説明
し、次いで、有機ＥＬ表示装置の構成について説明する。
【００２２】
１．感光性着色組成物
　本実施において感光性着色組成物は、少なくとも着色剤（Ａ）、光重合性単量体（Ｂ）
、光重合開始剤（Ｃ）、及び樹脂（Ｄ）を含み、前記光重合性単量体（Ｂ）が少なくとも
一般式（１）で表される化合物を含み、光重合開始剤（Ｃ）が少なくともオキシムエステ
ル系光重合開始剤を含むことを特徴とする。これにより、高輝度かつ高色再現性を有し、
高品位なシリコン基板上に形成した有機ＥＬ表示装置を可能とする。
【００２３】
［着色剤（Ａ）］
　本実施において着色剤（Ａ）は、カラーフィルタの画素を後述する特定の分光特性が得
られるように色調を調節するものであり、所定の画素の色味に応じて、公知の顔料及び染
料の中から、適宜選択して用いることができる。
　赤色画素用の着色剤としては、赤色及び橙色より選択される１種以上の着色剤と、必要
に応じて用いられる黄色の着色剤との組み合わせなどが挙げられる。
　緑色画素用の着色剤としては、緑色の着色剤と、必要に応じて用いられる黄色等の着色
剤との組み合わせなどが挙げられる。
　また、青色画素用の着色剤としては、青色及び紫色より選択される１種以上の着色剤な
どが挙げられる。各画素用の着色剤（Ａ）は、それぞれ１種単独で、又は２種以上を組み
合わせて用いることができる。
【００２４】
　顔料としては、有機顔料、無機顔料のいずれも好適に用いることができる。また、本実
施の感光性着色組成物は、低温硬化性に優れているため、顔料と比較して耐熱性の低い染
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料であっても好適に用いることができる。
　本実施において着色剤（Ａ）は、発色性が高く、耐熱性に優れ、特に耐熱分解性に優れ
る点から、顔料が好ましく、有機顔料がより好ましい。
【００２５】
＜顔料＞
　以下に、本実施の画素の着色剤として使用可能な公知の有機顔料の具体例を、カラーイ
ンデックス番号で示す。
　赤色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１、２、３、４、５、６、７、８、９、
１２、１４、１５、１６、１７、２１、２２、２３、３１、３２、３７、３８、４１、４
７、４８、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、４９、４９：１、４９：２、５０
：１、５２：１、５２：２、５３、５３：１、５３：２、５３：３、５７、５７：１、５
７：２、５８：４、６０、６３、６３：１、６３：２、６４、６４：１、６８、６９、８
１、８１：１、８１：２、８１：３、８１：４、８３、８８、９０：１、１０１、１０１
：１、１０４、１０８、１０８：１、１０９、１１２、１１３、１１４、１２２、１２３
、１４４、１４６、１４７、１４９、１５１、１６６、１６８、１６９、１７０、１７２
、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８１、１８４、１８５
、１８７、１８８、１９０、１９３、１９４、２００、２０２、２０６、２０７、２０８
、２０９、２１０、２１４、２１６、２２０、２２１、２２４、２３０、２３１、２３２
、２３３、２３５、２３６、２３７、２３８、２３９、２４２、２４３、２４５、２４７
、２４９、２５０、２５１、２５３、２５４、２５５、２５６、２５７、２５８、２５９
、２６０、２６２、２６３、２６４、２６５、２６６、２６７、２６８、２６９、２７０
、２７１、２７２、２７３、２７４、２７５、２７６などを挙げられる。
　オレンジ色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントオレンジ３６、３８、４３、５１
、５５、５９、６１等が挙げられる。
　これらの中でも、高着色力を得る点から、赤色顔料としてＣ．Ｉ．ピグメントレッド２
５４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７を用いることが特に好ましいものである。
【００２６】
　緑色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントグリーン１、２、４、７、８、１０、１
３、１４、１５、１７、１８、１９、２６、３６、４５、４８、５０、５１、５４、５５
又は５８を挙げることができる。これらの中でも、高着色力を得る点から、好ましくはＣ
．Ｉ．ピグメントグリーン７、３６又は５８であり、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメント
ピグメントグリーン３６、Ｃ．Ｉ．ピグメントピグメントグリーン５８である。
【００２７】
　黄色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１、１：１、２、３、４、５、
６、９、１０、１２、１３、１４、１６、１７、２４、３１、３２、３４、３５、３５：
１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４１、４２、４３、４８、５３、５５、６
１、６２、６２：１、６３、６５、７３、７４、７５，８１、８３、８７、９３、９４、
９５、９７、１００、１０１、１０４、１０５、１０８、１０９、１１０、１１１、１１
６、１１７、１１９、１２０、１２６、１２７、１２７：１、１２８、１２９、１３３、
１３４、１３６、１３８、１３９、１４２、１４７、１４８、１５０、１５１、１５３、
１５４、１５５、１５７、１５８、１５９、１６０、１６１、１６２、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７２、１７３、１７４、１７５、
１７６、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、１８５、１８８、１８９、１９０、
１９１、１９１：１、１９２、１９３、１９４、１９５、１９６、１９７、１９８、１９
９、２００、２０２、２０３、２０４、２０５、２０６、２０７、２０８などを挙げるこ
とができる。これらの中でも、高着色力を得る点から、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントイ
エロー８３、１１７、１２９、１３８、１３９、１５０、１５４、１５５、１８０、又は
１８５であり、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８、１３９、１５０、又
は１８５であり、更に好ましくは、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントイエロー１８５である。



(8) JP 2019-153389 A 2019.9.12

10

20

30

40

50

【００２８】
　青色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントブルー１、１：２、９、１４、１５、１
５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、１７、１９、２５、２７、２
８、２９、３３、３５、３６、５６、５６：１、６０、６１、６１：１、６２、６３、６
６、６７、６８、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７８、７９などを挙げることが
できる。これらの中でも高着色力を得る点から、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントブルー１
５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、又は１５：６であり、更に好ましくはＣ
．Ｉ．ピグメントブルー１５：３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６である。
【００２９】
　紫色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、１：１、２、２：２、
３、３：１、３：３、５、５：１、１４、１５、１６、１９、２３、２５、２７、２９、
３１、３２、３７、３９、４２、４４、４７、４９、５０などを挙げることができる。こ
れらの中でも、高着色力を得る点から、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９
、又は２３であり、更に好ましくは、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３である。
【００３０】
　また、無機顔料としては、硫酸バリウム、亜鉛華、硫酸鉛、黄色鉛、亜鉛黄、べんがら
（赤色酸化鉄（ＩＩＩ））、カドミウム赤、群青、紺青、酸化クロム緑、コバルト緑、ア
ンバー、チタンブラック、合成鉄黒、酸化チタン、四酸化鉄などの金属酸化物粉、金属硫
化物粉、金属粉等が挙げられる。無機顔料は、彩度と明度のバランスを取りつつ良好な塗
布性、感度、現像性等を確保するために、有機顔料と組み合わせて用いられる。
【００３１】
（顔料の微細化）
　着色剤として顔料を用いる場合、微細化して用いることが好ましい。顔料の微細化方法
は特に限定されるものではなく、例えば湿式磨砕、乾式磨砕、溶解析出法いずれも使用で
き、湿式磨砕の１種であるニーダー法によるソルトミリング処理を行うことができる。
【００３２】
　ソルトミリング処理とは、顔料と水溶性無機塩と水溶性有機溶剤との混合物を、ニーダ
ー、２本ロールミル、３本ロールミル、ボールミル、アトライター、サンドミル等の混練
機を用いて、加熱しながら機械的に混練した後、水洗により水溶性無機塩と水溶性有機溶
剤を除去する処理である。水溶性無機塩は、破砕助剤として働くものであり、ソルトミリ
ング時に無機塩の硬度の高さを利用して顔料が破砕される。顔料をソルトミリング処理す
る際の条件を最適化することにより、一次粒子径が非常に微細であり、また、分布の幅が
せまく、シャープな粒度分布をもつ顔料を得ることができる。
【００３３】
　水溶性無機塩としては、塩化ナトリウム、塩化バリウム、塩化カリウム、硫酸ナトリウ
ム等を用いることができるが、価格の点から塩化ナトリウム（食塩）を用いるのが好まし
い。水溶性無機塩は、処理効率と生産効率の両面から、顔料１００質量部に対し、５０～
２０００質量部用いることが好ましく、３００～１０００質量部用いることが最も好まし
い。
【００３４】
　水溶性有機溶剤は、顔料及び水溶性無機塩を湿潤する働きをするものであり、水に溶解
（混和）し、かつ用いる無機塩を実質的に溶解しないものであれば特に限定されない。た
だし、ソルトミリング時に温度が上昇し、溶剤が蒸発し易い状態になるため、安全性の点
から、沸点１２０℃以上の高沸点溶剤が好ましい。例えば、２－メトキシエタノール、２
－ブトキシエタノール、２－（イソペンチルオキシ）エタノール、２－（ヘキシルオキシ
）エタノール、ジエチレングリコール、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコール、トリエチレングリコー
ルモノメチルエーテル、液状のポリエチレングリコール、１－メトキシ－２－プロパノー
ル、１－エトキシ－２－プロパノール、ジプロピレングリコール、ジプロピレングリコー
ルモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、液状のポリプロピ
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レングリコール等が用いられる。水溶性有機溶剤は、顔料１００質量部に対し、５～１０
００質量部用いることが好ましく、５０～５００質量部用いることが最も好ましい。
【００３５】
　顔料をソルトミリング処理する際には、必要に応じて樹脂を添加してもよい。用いられ
る樹脂の種類は特に限定されず、天然樹脂、変性天然樹脂、合成樹脂、天然樹脂で変性さ
れた合成樹脂等を用いることができる。用いられる樹脂は、室温で固体であり、水不溶性
であることが好ましく、かつ上記有機溶剤に一部可溶であることがさらに好ましい。樹脂
の使用量は、顔料１００質量部に対し、５～２００質量部の範囲であることが好ましい。
【００３６】
　顔料の一次粒子径は、担体中での分散が良好なことから、２０ｎｍ以上であることが好
ましい。また、コントラスト比が高いカラーフィルタを形成できることから、１００ｎｍ
以下であることが好ましい。特に好ましい範囲は、２５～８５ｎｍの範囲である。なお、
顔料の一次粒子径は、顔料のＴＥＭ（透過型電子顕微鏡）による電子顕微鏡写真から一次
粒子の大きさを直接計測する方法で行う。具体的には、個々の顔料の一次粒子の短軸径と
長軸径を計測し、平均をその顔料粒子の粒径とする。次に、１００個以上の顔料粒子につ
いて、それぞれの粒子の体積を求めた粒径の立方体と近似して求め、体積平均粒径を平均
一次粒子径とする。
　本実施の着色組成物は、熱架橋性官能基を含有する特定の顔料分散剤とともに、エポキ
シ化合物を含有することで、このような微細化処理された顔料を用いた場合にも、耐性に
優れ、輝度及びコントラスト比の高いカラーフィルタ用着色組成物とすることができるも
のである。
【００３７】
＜染料＞
　着色剤（Ａ）として、染料を用いてもよい。染料としては、酸性染料、直接染料、塩基
性染料、造塩染料、油溶性染料、分散染料、反応染料、媒染染料、建染染料、硫化染料等
のいずれも用いることができる。また、これらの誘導体や、染料をレーキ化したレーキ顔
料の形態であってもよい。
【００３８】
　スルホン酸やカルボン酸等の酸性基を有する酸性染料、直接染料の場合、無機塩や、四
級アンモニウム塩化合物、三級アミン化合物、二級アミン化合物、一級アミン化合物等の
含窒素化合物との造塩化合物とすることができる。
　また、塩基性染料の場合、有機酸や過塩素酸もしくはその金属塩を用いて造塩化して用
いることができる。
　また、色素骨格に重合性不飽和基や、オキセタン基を有する染料を用いてもよい。これ
らの染料を用いた着色組成物は、硬化後の耐熱性に優れている。
【００３９】
　染料としては、例えば、アゾ系染料、メチン系染料、アゾメチン系染料（インドアニリ
ン系染料、インドフェノール系染料など）、ジピロメテン系染料、キノン系染料（ベンゾ
キノン系染料、ナフトキノン系染料、アントラキノン系染料、アントラピリドン系染料な
ど）、カルボニウム系染料（ジフェニルメタン系染料、トリフェニルメタン系染料、キサ
ンテン系染料、アクリジン系染料など）、キノンイミン系染料（オキサジン系染料、チア
ジン系染料など）、アジン系染料、ポリメチン系染料（オキソノール系染料、メロシアニ
ン系染料、アリーリデン系染料、スチリル系染料、シアニン系染料、スクアリリウム系染
料、クロコニウム系染料など）、キノフタロン系染料、フタロシアニン系染料、サブフタ
ロシアニン系染料、ペリノン系染料、インジゴ系染料、チオインジゴ系染料、キノリン系
染料、ニトロ系染料、ニトロソ系染料、ジアリールメタン系染料、トリアリールメタン系
染料、ペリレン系染料、ジケトピロロピロール系染料、キナクリドン系染料、アンサンス
ロン系染料、イソインドリノン系染料、イソインドリン系染料、インダンスロン系染料、
クマリン系染料、ピランスロン系染料、フラバンスロン系染料、カチオン系染料及びそれ
らの金属錯体系染料等から選ばれる染料に由来する色素構造を挙げることができる。
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【００４０】
　これらの色素構造の中でも、色相、色分離性、色むらなどの色特性の観点から、アゾ系
染料、キサンテン系染料、シアニン系染料、トリフェニルメタン系染料、アントラキノン
系染料、ジピロメテン系染料、スクアリリウム系染料、キノフタロン系染料、フタロシア
ニン系染料、サブフタロシアニン系染料が好ましく、キサンテン系染料、シアニン系染料
、トリフェニルメタン系染料、アントラキノン系染料、ジピロメテン系染料、フタロシア
ニン系染料、キサンテン系染料がより好ましく、キサンテン系染料が更に好ましい。
【００４１】
　好ましく用いることのできるキサンテン系染料は、赤色、紫色を呈するものであり、油
溶性染料、酸性染料、直接染料、塩基性染料のいずれかの形態であってもよく、更に、レ
ーキ化したレーキ顔料であってもよい。
【００４２】
　キサンテン系塩基性染料は、有機酸や過塩素酸を用いて造塩化して用いることが好まし
い。有機酸としては、有機スルホン酸、有機カルボン酸を用いることが好ましい。中でも
トビアス酸等のナフタレンスルホン酸、過塩素酸を用いることが耐性の面で好ましい。
【００４３】
　キサンテン系酸性染料は、四級アンモニウム塩化合物、三級アミン化合物、二級アミン
化合物、一級アミン化合物等、又はこれらの官能基を有する樹脂成分を用いて造塩化して
造塩化合物として用いること、あるいはスルホンアミド化してスルホン酸アミド化合物と
して用いることができる。キサンテン系酸性染料の造塩化合物、及びキサンテン系酸性染
料のスルホン酸アミド化合物は、色相及び耐性に優れているために好ましく、さらに、キ
サンテン系酸性染料を四級アンモニウム塩で造塩化した化合物、及びキサンテン系酸性染
料をスルホンアミド化したスルホン酸アミド化合物を用いることがより好ましい。
【００４４】
　また、キサンテン系色素の中でも、ローダミン系色素は発色性、耐性にも優れているた
めに好ましい。
【００４５】
　キサンテン系油溶性染料としては、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド３５、Ｃ．Ｉ．ソルベン
トレッド３６、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド４２、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド４３、Ｃ．Ｉ
．ソルベントレッド４４、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド４５、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド４
６、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド４７、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド４８、Ｃ．Ｉ．ソルベン
トレッド４９、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド７２、Ｃ．Ｉ．ソルベンレッド７３、Ｃ．Ｉ．
ソルベントレッド１０９、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド１４０、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド
１４１、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド２３７、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド２４６、Ｃ．Ｉ．
ソルベントバイオレット２、Ｃ．Ｉ．ソルベントバイオレット１０などがあげられる。
　中でも、発色性の高いローダミン系油溶性染料であるＣ．Ｉ．ソルベントレッド３５、
Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド３６、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド４９、Ｃ．Ｉ．ソルベントレ
ッド１０９、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド２３７、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド２４６、Ｃ．
Ｉ．ソルベントバイオレット２がより好ましい。
【００４６】
　キサンテン系塩基性染料としては、Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１（ローダミン６ＧＣＰ
）、８（ローダミンＧ）、Ｃ．Ｉ．ベーシックバイオレット１０（ローダミンＢ）等があ
げられる。中でも発色性に優れる点において、Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１、Ｃ．Ｉ．ベ
ーシックバイオレット１０を用いることが好ましい。
【００４７】
　キサンテン系酸性染料としては、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５１（エリスロシン（食用赤
色３号））、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５２（アシッドローダミン）、Ｃ．Ｉ．アシッドレ
ッド８７（エオシンＧ（食用赤色１０３号））、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド９２（アシッド
フロキシンＰＢ（食用赤色１０４号））、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド２８９、Ｃ．Ｉ．アシ
ッドレッド３８８、ローズベンガルＢ（食用赤色５号）、アシッドローダミンＧ、Ｃ．Ｉ
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．アシッドバイオレット９を用いることが好ましい。
　中でも、耐熱性、耐光性の面で、キサンテン系酸性染料であるＣ．Ｉ．アシッドレッド
８７、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド９２、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド３８８、あるいは、ローダ
ミン系酸性染料であるＣ．Ｉ．アシッドレッド５２（アシッドローダミン）、Ｃ．Ｉ．ア
シッドレッド２８９、アシッドローダミンＧ、Ｃ．Ｉ．アシッドバイオレット９を用いる
ことがより好ましい。
　この中でも特に、発色性、耐熱性、耐光性に優れる点において、ローダミン系酸性染料
であるＣ．Ｉ．アシッドレッド５２、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド２８９を用いることが最も
好ましい。
【００４８】
　酸性染料（キサンテン系に限らない）は、酸性染料と含窒素化合物との造塩化合物であ
ることが好ましく、四級アンモニウム塩化合物、三級アミン化合物、二級アミン化合物、
一級アミン化合物等、又はこれらの官能基を有する樹脂成分を用いて造塩化し、酸性染料
の造塩化合物とすることで、高い耐熱性、耐光性、耐溶剤性を付与することができるため
に好ましい。酸性染料は、スルホンアミド化によっても高い耐熱性、耐光性、耐溶剤性を
付与することができる。
　また、酸性染料と、オニウム塩基を有する化合物との造塩化合物であってもよく、なか
でも、オニウム塩基を有する化合物が、側鎖にカチオン性基を有する樹脂であることによ
り、明度及び耐性に優れた着色組成物とすることが出来る。
【００４９】
　一級アミン化合物としては、メチルアミン、エチルアミン、プロピルアミン、イソプロ
ピルアミン、ブチルアミン、アミルアミン、ヘキシルアミン、ヘプチルアミン、オクチル
アミン、ノニルアミン、デシルアミン、ウンデシルアミン、ドデシルアミン（ラウリルア
ミン）、トリドデシルアミン、テトラデシルアミン（ミリスチルアミン）、ペンタデシル
アミン、セチルアミン、ステアリルアミン、オレイルアミン、ココアルキルアミン、牛脂
アルキルアミン、硬化牛脂アルキルアミン、アリルアミン等の脂肪族不飽和１級アミン、
アニリン、ベンジルアミン等が挙げられる。
【００５０】
　二級アミン化合物としては、ジメチルアミン、ジエチルアミン、ジプロピルアミン、ジ
イソプロピルアミン、ジブチルアミン、ジアミルアミン、ジアリルアミン等の脂肪族不飽
和２級アミン、メチルアニリン、エチルアニリン、ジベンジルアミン、ジフェニルアミン
、ジココアルキルアミン、ジ硬化牛脂アルキルアミン、ジステアリルアミン等が挙げられ
る。
【００５１】
　三級アミン化合物としては、トリメチルアミン、トリエチルアミン、トリプロピルアミ
ン、トリブチルアミン、トリアミルアミン、ジメチルアニリン、ジエチルアニリン、トリ
ベンジルアミン等が挙げられる。
【００５２】
（四級アンモニウム塩化合物）
　有機染料が酸性染料の場合、酸性染料と四級アンモニウム塩化合物とからなる造塩化合
物（ａ）として用いることが好ましい。以下に、酸性染料のカウンタ成分としての四級ア
ンモニウム塩化合物について説明する。四級アンモニウム塩化合物（ａ）は、アミノ基を
有することで酸性染料のカウンタになるものである。
【００５３】
　造塩化合物のカウンタ成分である四級アンモニウム塩化合物の好ましい形態は、無色、
又は白色を呈するものである。ここで無色、又は白色とはいわゆる透明な状態を意味し、
可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域において、透過率が９５％以上、好ましく
は９８％以上となっている状態と定義されるものである。すなわち染料成分の発色を阻害
しない、色変化を起こさないものであることが好ましい。
【００５４】
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　四級アンモニウム塩化合物のカチオン成分であるカウンタ部分の分子量は１９０～９０
０の範囲であることが好ましい。分子量が１９０よりも小さいと耐光性、耐熱性が低下し
てしまい、さらに溶剤への溶解性が低下してしまい得る。また分子量が９００よりも大き
くなると分子中の発色成分の割合が低下してしまい、発色性が低下し、明度も低下してし
まい得る。より好ましくはカウンタ部分の分子量が２４０～８５０の範囲である。特に好
ましいのは、カウンタ部分の分子量が３５０～８００の範囲である。ここで分子量は構造
式を基に計算を行ったものであり、Ｃの原子量を１２、Ｈの原子量を１、Ｎの原子量を１
４とした。
【００５５】
　四級アンモニウム塩化合物としては、下記一般式（４）で表される化合物がこのましい
。
【００５６】
【化２】

（一般式（４）中、Ｒ３１～Ｒ３４は、それぞれ独立に、炭素数１～２０のアルキル基又
はベンジル基を示し、Ｒ３１～Ｒ３４の少なくとも２つ以上が、炭素数が５～２０個であ
る。Ｘ１－は無機又は有機のアニオンを表す。）
【００５７】
　Ｒ３１～Ｒ３４の少なくとも２つ以上の炭素数を５～２０個とすることで、溶剤に対す
る溶解性が良好なものとなる。炭素数が５より小さいアルキル基が３つ以上になると溶剤
に対する溶解性が悪くなり、塗膜異物が発生しやすくなってしまう。また炭素数が２０を
超えてしまうアルキル基が存在すると造塩化合物（ａ）の発色性が損なわれてしまう。
【００５８】
　Ｘ１－は、無機又は有機のアニオンであればよく、ハロゲンであることが好ましく、好
ましくは塩化物イオン（アニオン）である。
【００５９】
　四級アンモニウム塩化合物としては、テトラメチルアンモニウムクロライド、テトラエ
チルアンモニウムクロライド、モノステアリルトリメチルアンモニウムクロライド、ジス
テアリルジメチルアンモニウムクロライド、トリステアリルモノメチルアンモニウムクロ
ライド、セチルトリメチルアンモニウムクロライド、トリオクチルメチルアンモニウムク
ロライド、ジオクチルジメチルアンモニウムクロライド、モノラウリルトリメチルアンモ
ニウムクロライド、ジラウリルジメチルアンモニウムクロライド、トリラウリルメチルア
ンモニウムクロライド、トリアミルベンジルアンモニウムクロライド、トリヘキシルベン
ジルアンモニウムクロライド、トリオクチルベンジルアンモニウムクロライド、トリラウ
リルベンジルアンモニウムクロライド、ベンジルジメチルステアリルアンモニウムクロラ
イド、及びベンジルジメチルオクチルアンモニウムクロライド、ジアルキル（アルキルが
Ｃ１４～Ｃ１８）ジメチルアンモニウムクロライド（硬化牛脂）等が挙げられる。
【００６０】
　具体的な四級アンモニウム塩化合物の製品としては、例えば花王社製のコータミン２４
Ｐ、コータミン８６Ｐコンク、コータミン６０Ｗ、コータミン８６Ｗ、コータミンＤ８６
Ｐ、サニゾールＣ、サニゾールＢ－５０等、ライオン社製のアーカード２１０－８０Ｅ、
２Ｃ－７５、２ＨＴ－７５、２ＨＴフレーク、２Ｏ－７５Ｉ、２ＨＰ－７５、２ＨＰフレ
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ーク等があげられ、中でもコータミンＤ８６Ｐ（ジステアリルジメチルアンモニウムクロ
ライド）、アーカード２ＨＴ－７５（ジアルキル（アルキルがＣ１４～Ｃ１８）ジメチル
アンモニウムクロライド）が挙げられる。
【００６１】
（側鎖にカチオン性基を有する樹脂）
　本実施に用いる有機染料が酸性染料の場合、酸性染料と側鎖にカチオン性基を有する樹
脂とからなる造塩化合物（ａ’）として用いることも好ましい。本実施に用いる造塩化合
物（ａ’）を得るための、側鎖にカチオン性基を有する樹脂について説明する。
　造塩化合物を得るための側鎖にカチオン性基を有する樹脂としては、側鎖に少なくとも
１つのオニウム塩基を有するものであれば、特に制限はないが、好適なオニウム塩構造と
しては、入手性等の観点からは、アンモニウム塩、ヨードニウム塩、スルホニウム塩、ジ
アゾニウム塩、及びホスホニウム塩であることが好ましく、保存安定性（熱安定性）を考
慮すると、アンモニウム塩、ヨードニウム塩、及びスルホニウム塩であることがより好ま
しい。さらに好ましくはアンモニウム塩である。
【００６２】
　造塩化合物（ａ’）を含有する感光性着色組成物を調製し、カラーフィルタとしての特
性を発現させる場合は、感光性着色組成物を構成するバインダー樹脂と同種の樹脂を使用
することが好ましい。感光性着色組成物のバインダー樹脂としてアクリル系樹脂を用いる
場合、造塩化合物（ａ’）を得るための側鎖にカチオン性基を有する樹脂はアクリル系樹
脂であることが好ましい。
【００６３】
　側鎖にカチオン性基を有する樹脂としては、下記一般式（５）で表わされる構造単位を
含むアルカリ樹脂が好ましい。一般式（５）中のカチオン性基が、キサンテン系酸性染料
のアニオン性基と塩形成することで、造塩化合物を得ることができる。
【００６４】
【化３】

（一般式（５）中、Ｒ４１は水素原子、又は置換もしくは無置換のアルキル基を表す。Ｒ
４２～Ｒ４４は、それぞれ独立に、水素原子、置換されていてもよいアルキル基、置換さ
れていてもよいアルケニル基、又は置換されていてもよいアリール基を表し、Ｒ４２～Ｒ
４４のうち２つが互いに結合して環を形成しても良い。Ｑはアルキレン基、アリーレン基
、－ＣＯＮＨ－Ｒ４５－、－ＣＯＯ－Ｒ４５－を表し、Ｒ４５はアルキレン基を表す。Ｘ
２－は無機又は有機のアニオンを表す。）
【００６５】
　Ｒ４１におけるアルキル基としては、例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、ｎ－
ブチル基、ｉ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ｎ－ヘキシル基、シクロヘキシル基が挙げられ
る。該アルキル基としては、炭素数１～１２のアルキル基が好ましく、炭素数１～８のア
ルキル基がより好ましく、炭素数１～４のアルキル基が特に好ましい。
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【００６６】
　Ｒ４１で表されるアルキル基が置換基を有する場合、該置換基としては、例えば、水酸
基、アルコキシル基等が挙げられる。
【００６７】
　上記の中でも、Ｒ４１としては、水素原子又はメチル基が最も好ましい。
【００６８】
　Ｒ４２～Ｒ４４におけるアルキル基としては、例えば、直鎖アルキル基（メチル、エチ
ル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－オクチル、ｎ－デシル、ｎ－ドデシ
ル、ｎ－テトラデシル、ｎ－ヘキサデシル及びｎ－オクタデシル等）、分岐アルキル基（
イソプロピル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、イソペンチル、ネオペ
ンチル、ｔｅｒｔ－ペンチル、イソヘキシル、２－エチルヘキシル及び１，１，３，３－
テトラメチルブチル等）、シクロアルキル基（シクロプロピル、シクロブチル、シクロペ
ンチル及びシクロヘキシル等）及び架橋環式アルキル基（ノルボルニル、アダマンチル及
びピナニル等）が挙げられる。該アルキル基としては、炭素数１～１８のアルキル基が好
ましく、さらに好ましくは炭素数１～８のアルキル基である。
【００６９】
　Ｒ４２～Ｒ４４におけるアルケニル基としては、例えば、直鎖又は分岐のアルケニル基
（ビニル、アリル、１－プロペニル、２－プロペニル、１－ブテニル、２－ブテニル、３
－ブテニル、１－メチル－１－プロペニル、１－メチル－２－プロペニル、２－メチル－
１－プロペニル及び２－メチル－２－プロペニル等）、シクロアルケニル基（２－シクロ
ヘキセニル及び３－シクロヘキセニル等）が挙げられる。該アルケニル基としては、炭素
数２～１８のアルケニル基が好ましく、さらに好ましくは炭素数２～８のアルケニル基で
ある。
【００７０】
　Ｒ４２～Ｒ４４におけるアリール基としては、例えば、単環式アリール基（フェニル等
）、縮合多環式アリール基（ナフチル、アントラセニル、フェナンスレニル、アントラキ
ノリル、フルオレニル及びナフトキノリル等）及び芳香族複素環炭化水素基（チエニル（
チオフェンから誘導される基）、フリル（フランから誘導される基）、ピラニル（ピラン
から誘導される基）、ピリジル（ピリジンから誘導される基）、９－オキソキサンテニル
（キサントンから誘導される基）及び９－オキソチオキサンテニル（チオキサントンから
誘導される基）等）が挙げられる。
【００７１】
　Ｒ４２～Ｒ４４で表されるアルキル基、アルケニル基、アリール基が置換基を有する場
合、該置換基としては、例えば、ハロゲン原子、水酸基、アルコキシル基、アリールオキ
シ基、アルケニル基、アシル基、アルコキシカルボニル基、カルボキシル基、及びフェニ
ル基等から選択される置換基が挙げられる。該置換基としては、中でも、ハロゲン原子、
水酸基、アルコキシル基、フェニル基が特に好ましい。
【００７２】
　Ｒ４２～Ｒ４４としては、安定性の観点から置換されていてもよいアルキル基が好まし
く、無置換のアルキル基が更に好ましい。
【００７３】
　また、Ｒ４２～Ｒ４４のうち２つが互いに結合して環を形成しても良い。
【００７４】
　一般式（５）中、ビニル部位とアンモニウム塩基を連結するＱの成分はアルキレン基、
アリーレン基、－ＣＯＮＨ－Ｒ４５－、－ＣＯＯ－Ｒ４５－を表し、Ｒ４５はアルキレン
基を表すが、中でも、重合性、入手性の理由から、－ＣＯＮＨ－Ｒ４５－、－ＣＯＯ－Ｒ
４５－であることが好ましい。また、Ｒ４５がメチレン基、エチレン基、プロピレン基、
ブチレン基であることが更に好ましく、エチレン基であることが特に好ましい。
【００７５】
　当該樹脂の対アニオンを構成する一般式（５）中におけるＸ２－の成分は、無機又は有
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機のアニオンであればよい。対アニオンとしては、公知のものが制限なく採用でき、具体
的には、水酸化物イオン；塩化物イオン、臭化物イオン、ヨウ化物イオン等のハロゲンイ
オン；ギ酸イオン、酢酸イオン等のカルボン酸イオン；炭酸イオン、重炭酸イオン、硝酸
イオン、硫酸イオン、亜硫酸イオン、クロム酸イオン、ニクロム酸イオン、リン酸イオン
、シアン化物イオン、過マンガン酸イオン、さらには、ヘキサシアノ鉄（ＩＩＩ）酸イオ
ンのような錯体イオン等が挙げられる。合成適性や安定性の点からは、ハロゲンイオン及
びカルボン酸イオンが好ましく、ハロゲンイオンが最も好ましい。対アニオンがカルボン
酸イオン等の有機酸イオンである場合は、樹脂中に有機酸イオンが共有結合し、分子内塩
を形成していてもよい。
【００７６】
　側鎖にカチオン性基を有する樹脂中に、オキセタン基を導入する１つの方法は、オキセ
タン構造を含有するエチレン性不飽和単量体を、一般式（５）で表されるカチオン性基に
対応するエチレン性不飽和単量体と共重合する方法である。オキセタン基を有するエチレ
ン性不飽和単量体としては、（３－メチル－３－オキセタニル）メチル（メタ）アクリレ
ート、（３－エチル－３－オキセタニル）メチル（メタ）アクリレート、（３－ブチル－
３－オキセタニル）メチル（メタ）アクリレート、（３－ヘキシルチル－３－オキセタニ
ル）メチル（メタ）アクリレート等を挙げることが出来る。市販品としては、例えば、Ｅ
ＴＥＲＮＡＣＯＬＬ　ＯＸＭＡ（宇部興産社製）、ＯＸＥ－１０、ＯＸＥ－３０（以上、
大阪有機化学工業社製）などが挙げられる。
【００７７】
（塩形成）
　酸性染料と、含窒素化合物又は側鎖にカチオン性基を有する樹脂との造塩化合物は、従
来知られている方法により製造することができる。特開平１１－７２９６９号公報などに
具体的な手法が開示されている。キサンテン系酸性染料を用いて一例をあげると、キサン
テン系酸性染料を水に溶解した後、四級アンモニウム塩化合物を添加、攪拌しながら造塩
化処理を行なえばよい。ここでキサンテン系酸性染料中のスルホン酸基（－ＳＯ３Ｈ）、
スルホン酸ナトリウム基（－ＳＯ３Ｎａ）の部分と四級アンモニウム塩化合物のアンモニ
ウム基（ＮＨ４＋）の部分が結合した造塩化合物が得られる。また水の代わりに、メタノ
ール、エタノールも造塩化時に使用可能な溶剤である。
【００７８】
　また、造塩化合物は、一般式（４）で表わされる側鎖にカチオン性基を有する樹脂と、
酸性染料とを溶解させた水溶液を攪拌又は振動させるか、あるいは一般式（４）で表わさ
れる側鎖にカチオン性基を有する樹脂の水溶液と酸性染料の水溶液とを攪拌又は振動下で
混合させることにより、容易に得ることができる。水溶液中で、樹脂のアンモニウム基と
酸性染料のアニオン性基がイオン化され、これらがイオン結合し、該イオン結合部分が水
不溶性となり析出する。逆に、樹脂の対アニオンと酸性染料の対カチオンからなる塩は水
溶性のため、水洗等により除去が可能となる。使用する側鎖にカチオン性基を有する樹脂
、及び酸性染料は、各々単一種類のみを使用しても、構造の異なる複数種類を使用しても
よい。
　また、その他の酸性染料においても、キサンテン系染料と同様の手法で、含窒素化合物
又は側鎖にカチオン性基を有する樹脂との造塩化合物を得ることができる。
【００７９】
（スルホン酸アミド化合物）
　酸性染料は、スルホン酸アミド化合物と、アニオン性染料とを反応させて得られたスル
ホン酸アミド化合物であってもよい。
　酸性染料に好ましく用いることのできる酸性染料のスルホン酸アミド化合物は、－ＳＯ

３Ｈ、－ＳＯ３Ｎａを有する酸性染料を常法によりクロル化して、－ＳＯ３Ｈを－ＳＯ２

Ｃｌとし、この化合物を、－ＮＨ２基を有するアミンと反応して製造することができる。
　また、スルホンアミド化において好ましく使用できるアミン化合物としては、具体的に
は、２－エチルへキシルアミン、ドデシルアミン、３－デシロキシプロピルアミン、３－
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（２－エチルヘキシルオキシ）プロピルアミン、３－エトキシプロピルアミン、シクロへ
キシルアミン等を用いることが好ましい。
【００８０】
　キサンテン系酸性染料を用いて一例をあげると、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド２８９を３－
（２－エチルヘキシルオキシ）プロピルアミンを用いて変性したスルホン酸アミド化合物
を得る場合は、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド２８９をスルホニルクロリド化した後、ジオキサ
ン中で理論当量の３－（２－エチルヘキシルオキシ）プロピルアミンと反応させてＣ．Ｉ
．アシッドレッド２８９のスルホン酸アミド化合物を得ればよい。
　また、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５２を３－（２－エチルヘキシルオキシ）プロピルアミ
ンを用いて変性したスルホン酸アミド化合物を得る場合も、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５２
をスルホニルクロリド化した後、ジオキサン中で理論当量の３－（２－エチルヘキシルオ
キシ）プロピルアミンと反応させてＣ．Ｉ．アシッドレッド５２のスルホン酸アミド化合
物を得ればよい。
　また、その他の酸性染料においても、キサンテン系染料と同様の手法でスルホン酸アミ
ド化合物を得ることができる。
【００８１】
　本実施において感光性着色組成物中の着色剤（Ａ）の含有割合は、所望の光学特性を達
成し、充分な色再現性を得る観点から、画素ごとに適宜調整される。
　赤色画素用の感光性着色組成物の場合、着色剤（Ａ）の含有割合は、感光性着色組成物
の全固形分に対して、１０質量％以上９０質量％以下が好ましく、２０質量％以上８０質
量％以下がより好ましく、２４質量％以上６７質量％以下が更に好ましい。
　緑色画素用の感光性着色組成物の場合、着色剤（Ａ）の含有割合は、感光性着色組成物
の全固形分に対して、１０質量％以上８０質量％以下が好ましく、２０質量％以上７０質
量％以下がより好ましく、３０質量％以上５５質量％以下が更に好ましい。
　また、青色画素用の感光性着色組成物の場合、着色剤（Ａ）の含有割合は、感光性着色
組成物の全固形分に対して、１０質量％以上８０質量％以下が好ましく、２０質量％以上
７０質量％以下がより好ましく、３０質量％以上４７量％以下が更に好ましい。
　上記下限値以上であれば、所望の光学特性を達成し、充分な色再現性が得られる。一方
、上記上限値以下であることにより、感光性着色組成物の安定性に優れている。
　なお本実施において固形分とは、感光性着色組成物を構成する溶剤以外の全ての成分、
即ち、感光性着色組成物を硬化した後に残留する成分をいう。
【００８２】
［光重合性単量体（Ｂ）］
　本実施において光重合性単量体（Ｂ）は、少なくとも下記一般式（１）で表される化合
物を含み、必要に応じてさらに他の光重合性単量体を含んでいてもよいものである。
　一般式（１）で表される化合物を用いることにより、基材との密着性と、レジストパタ
ーンの解像性が両立できる。
【００８３】
一般式（１）
　　［ＣＨ２＝ＣＨＣ（＝Ｏ）－（ＯＣｍＨ２ｍ）ｎ－ＯＣＨ２］３－ＣＣＨ２ＣＨ３

（一般式（１）中、ｍは１～３の整数を表し、ｎは０～２の整数を表し、複数あるｍ及び
ｎは同一であっても異なってもよい。）
【００８４】
　一般式（１）で表される化合物の具体例としては、トリメチロールプロパントリアクリ
レート、トリメチロールプロパンＥＯ変性トリアクリレート、トリメチロールプロパンＰ
Ｏ変性トリアクリレートなどが挙げられる。
　一般式（１）で表される化合物は、１種単独で、又は２種以上を組み合わせて用いるこ
とができる。
【００８５】
＜他の光重合性単量体＞
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　また、本実施における光重合性化合物（Ｂ）はその他の光重合性単量体を含有してもよ
い。他の光重合性単量体としては、公知の（メタ）アクリレートモノマーが挙げられる。
具体的には、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、２－
ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート
、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、β－カルボキシエチル（メタ）アクリレート、
ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）
アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコ
ールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペンタ
エリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジグリシジルエ
ーテルジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡジグリシジルエーテルジ（メタ）アク
リレート、ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ジペ
ンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ
）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アクリレート、エステルアクリレート、メ
チロール化メラミンの（メタ）アクリル酸エステル、エポキシ（メタ）アクリレート等の
各種アクリル酸エステル及びメタクリル酸エステル、（メタ）アクリル酸、スチレン、酢
酸ビニル、ヒドロキシエチルビニルエーテル、エチレングリコールジビニルエーテル、ペ
ンタエリスリトールトリビニルエーテル、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシメチ
ル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ビニルホルムアミド、アクリロニトリル等が挙げられる
がこれらに限定されるものではない。
　光重合性化合物は、１種を単独で、又は２種以上混合して用いることができる。
【００８６】
　感光性着色組成物中の全固形分に対する光重合性単量体（Ｂ）の含有割合は、は５～４
０質量％であることが好ましい。上記範囲とすることで、微細パターンを形成する場合の
剥がれがなく、且つ、パターンのテーパー部が長く引き伸ばされることを抑制し、高精細
な微細画素パターンを形成することが可能となる。さらに、光重合性単量体（Ｂ）に含ま
れる前記一般式（１）で表される化合物の含有量は、光重合性単量体（Ｂ）全量に対して
５０～１００質量％であることが好ましく、６０質量％以上であることがさらに好ましい
。上記範囲とすることで、現像時の基板に対する塗膜密着性や薬品耐性に優れるものとな
る。
【００８７】
［光重合開始剤（Ｃ）］
　本実施における光重合開始剤（Ｃ）は、オキシムエステル系光重合開始剤を含み、必要
に応じてさらに他の光重合開始剤を含んでいてもよいものである。オキシムエステル系光
重合開始剤を含有する感光性着色組成物は、紫外線照射硬化性を有し、溶剤現像性又はア
ルカリ現像性を有する感光性着色組成物とすることができる。そのため、当該感光性着色
組成物によれば、フォトリソグラフィー法により画素を形成することができる。また、前
記オキシムエステル系比開重合開始剤を用いることにより、色特性及び耐薬品性に優れ、
パターニング性も良好な感光性着色組成物となる。
【００８８】
＜オキシムエステル系光重合開始剤＞
　オキシムエステル系光重合開始剤は、紫外線を吸収することによってオキシムのＮ－Ｏ
結合の開裂がおこり、イミニルラジカルとアルキロキシラジカルを生成する。これらのラ
ジカルは更に分解することにより活性の高いラジカルを生成するため、少ない露光量でパ
ターンを形成させることができる。感光性着色組成物の着色剤濃度が高い場合、塗膜の紫
外線透過率が低くなり塗膜の硬化度が低くなることがある。本実施の感光性着色組成物は
、高い量子効率を持つオキシムエステル系光重合開始剤を含有するため、着色剤が高濃度
の場合でも優れた硬化性を有する。
　オキシムエステル系光重合開始剤としては、中でも、下記一般式（２）又は（３）で表
されるオキシムエステル系光重合開始剤が好ましく、一般式（２）で表されるオキシムエ
ステル系光重合開始剤がより好ましい。
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【００８９】
（一般式（２）で表わされるオキシムエステル系光重合開始剤）
【００９０】
【化４】

（一般式（２）中、Ｚは直接結合、又は－Ｃ（＝Ｏ）－基を表し、Ｒ１は置換基を有して
もよい炭素数１～２０のアルキル基を表し、Ｒ２は置換基を有してもよい炭素数１～２０
のアルキル基、又は置換基を有してもよいアリール基を表し、Ｒ３～Ｒ１０はそれぞれ独
立して、水素原子、置換基を有してもよい炭素数１～２０のアルキル基、置換基を有して
もよいアリール基、ニトロ基、又はＲ１１－Ｃ（＝Ｏ）－基を表す。Ｒ１１は置換基を有
してもよいアリール基を表す。）
【００９１】
　Ｒ１～Ｒ１０における炭素数１～２０のアルキル基は、例えば、メチル基、エチル基、
プロピル基、ブチル基、ヘキシル基、オクチル基、ドデシル基など、直鎖アルキル基が挙
げられる。
　Ｒ２～Ｒ１１におけるアリール基としては、フェニル基、ナフチル基、アントラセニル
基などがあげられる。
　なお、Ｚが直接結合とは、Ｚが原子を有さず、一般式（２）中でＺと接続している２つ
の原子が直接結合していることを示す。
【００９２】
　前記アルキル基及びアリール基が有してもよい置換基とは、当該アルキル基又はアリー
ル基が有する水素原子の代わりに置換基を有してもよいことを表す。当該置換基としては
、例えば、フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子等のハロゲン原子；メトキシ基
、エトキシ基、ｔｅｒｔ－ブトキシ基等のアルコキシ基；フェノキシ基、ｐ－トリルオキ
シ基等のアリールオキシ基；メトキシカルボニル基、ブトキシカルボニル基、フェノキシ
カルボニル基等のアルコキシカルボニル基；アセトキシ基、プロピオニルオキシ基、ベン
ゾイルオキシ基等のアシルオキシ基；アセチル基、ベンゾイル基、イソブチリル基、アク
リロイル基、メタクリロイル基、メトキサリル基等のアシル基；メチルスルファニル基、
ｔｅｒｔ－ブチルスルファニル基等のアルキルスルファニル基；フェニルスルファニル基
、ｐ－トリルスルファニル基等のアリールスルファニル基；メチルアミノ基、シクロヘキ
シルアミノ基等のアルキルアミノ基；ジメチルアミノ基、ジエチルアミノ基、モルホリノ
基、ピペリジノ基等のジアルキルアミノ基；フェニルアミノ基、ｐ－トリルアミノ基等の
アリールアミノ基；メチル基、エチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ドデシル基、シクロプロ
ピル基、シクロブチル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプチル基、シ
クロオクチル基、シクロオクタデシル基等のアルキル基；フェニル基、ｐ－トリル基、キ
シリル基、クメニル基、ナフチル基、アンスリル基、フェナントリル基等のアリール基；
フリル基、チエニル基等の複素環基等の他、ヒドロキシ基、カルボキシ基、ホルミル基、
メルカプト基、スルホ基、メシル基、ｐ－トルエンスルホニル基、アミノ基、ニトロ基、
シアノ基、トリフルオロメチル基、トリクロロメチル基、トリメチルシリル基、ホスフィ
ニコ基、ホスホノ基、トリメチルアンモニウミル基、ジメチルスルホニウミル基、トリフ
ェニルフェナシルホスホニウミル基等が挙げられる。
　また、これらの置換基は１個以上あるいは１種以上存在することができ、さらにこれら
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の置換基の水素原子がさらに他の置換基で置換されていてもよい。
【００９３】
　一般式（２）で表されるオキシムエステル系光重合開始剤は、中でも、Ｚが直接結合、
又は－Ｃ（＝Ｏ）－基であり、Ｒ１が、置換基を有してもよい炭素数１～２０のアルキル
基であり、Ｒ２が、置換基を有してもよい炭素数１～２０のアルキル基、又は置換基を有
してもよいアリール基であり、Ｒ３～Ｒ１０はそれぞれ独立して、水素原子、置換基を有
しても良い炭素数１～２０のアルキル基、置換基を有しても良いアリール基、ニトロ基、
又はＲ１１－ＣＯ－基であることが好ましい。中でも、Ｒ４～Ｒ６及びＲ８～Ｒ１０が水
素原子であって、Ｒ７が水素原子、又はＲ１１－ＣＯ－基であり、Ｒ１１が、置換基を有
しても良いアリール基であることがより好ましい。
【００９４】
　一般式（２）で表わされるオキシムエステル系光重合開始剤としては、中でも、下記化
学式（２－１）又は（２－２）で表わされる化合物が好ましい。
【００９５】

【化５】

【００９６】
（一般式（３）で表わされるオキシムエステル系光重合開始剤）
【００９７】
一般式（３）
【化６】

（一般式（３）中、Ｒ２１及びＲ２２は、それぞれ独立して、水素原子、置換基を有して
もよい炭素数１～２０のアルキル基、又は置換基を有してもよいアリール基であり、Ｒ２

３及びＲ２４は、それぞれ独立して、水素原子、置換基を有してもよい炭素数１～２０の
アルキル基、又は置換基を有してもよいアリール基であり、Ｒ２５は、水素原子、置換基
を有してもよい炭素数１～２０のアルキル基、置換基を有してもよいアリール基、又はＲ
２６－ＣＯ－基であり、Ｒ２６は、置換基を有してもよい炭素数１～２０のアルキル基、
置換基を有してもよいアリール基、又は複素環基である。）
【００９８】
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　Ｒ２１～Ｒ２６における炭素数１～２０のアルキル基は、前記Ｒ１～Ｒ１０における炭
素数１～２０のアルキル基と同様のものとすることができる。
　Ｒ２１～Ｒ２６におけるアリール基は、前記Ｒ２～Ｒ１１におけるアリール基と同様の
ものとすることができる。
　Ｒ２６の複素環基における複素環としては、例えば、フラン、チオフェン、ピロール、
オキサゾール、チアゾール、イミダゾール、ピラゾール、ピラン、ピロン、ピリジン、ピ
ロン、ピリダジン、ピリミジン、ピラジン、ベンゾフラン、チオナフテン、インドール、
カルバゾール、クマリン、キノリン、フタラジン、キノキサリン等が挙げられる。
　また、アルキル基及びアリール基が有してもよい置換基は、前記一般式（２）における
置換基と同様のものとすることができる。
【００９９】
　一般式（３）で表わされるオキシムエステル系光重合開始剤は、Ｒ２１が置換基を有し
てもよいアリール基であり、Ｒ２２が置換基を有してもよい炭素数１～２０のアルキル基
であり、Ｒ２３及びＲ２４が水素原子であり、Ｒ２５が水素原子、又はＲ２６－ＣＯ－基
であることが好ましい。
【０１００】
　一般式（３）で表わされるオキシムエステル系光重合開始剤としては、中でも、下記化
学式（３－１）で表わされる化合物が好ましい。
【０１０１】
【化７】

【０１０２】
（他の光重合性開始剤）
　また、本実施において光重合性開始剤（Ｃ）は、更に他の光重合性開始剤を含有しても
よい。他の光重合性開始剤としては、例えば、４－フェノキシジクロロアセトフェノン、
４－ｔ－ブチル－ジクロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１－（４－イソ
プロピルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシ
シクロヘキシルフェニルケトン、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２
－モルフォリノプロパン－１－オン、２－（ジメチルアミノ）－２－［（４－メチルフェ
ニル）メチル］－１－［４－（４－モルフォリニル）フェニル］－１－ブタノン、２－ベ
ンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－１－オン等
のアセトフェノン系化合物；ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチル
エーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンジルジメチルケタール等のベンゾイン
系化合物；ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、４－フェ
ニルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、アクリル化ベンゾフェノン、４－ベン
ゾイル－４’－メチルジフェニルサルファイド、３，３’，４，４’－テトラ（ｔ－ブチ
ルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系化合物；チオキサントン
、２－クロルチオキサントン、２－メチルチオキサントン、イソプロピルチオキサントン
、２，４－ジイソプロピルチオキサントン、２，４－ジエチルチオキサントン等のチオキ
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サントン系化合物；２，４，６－トリクロロ－ｓ－トリアジン、２－フェニル－４，６－
ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－メトキシフェニル）－４，６－
ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－トリル）－４，６－ビス（トリ
クロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－ピペロニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）
－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－スチリル－ｓ－トリアジン
、２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２
－（４－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリ
アジン、２，４－トリクロロメチル－（ピペロニル）－６－トリアジン、２，４－トリク
ロロメチル－（４’－メトキシスチリル）－６－トリアジン等のトリアジン系化合物；ビ
ス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキサイド、２，４，６－
トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド等のホスフィン系化合物；９，１
０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアントラキノン等のキノン系化合
物；ボレート系化合物；カルバゾール系化合物；イミダゾール系化合物；あるいは、チタ
ノセン系化合物等が挙げられる。
　これらの光重合開始剤は、１種を単独で、又は必要に応じて任意の比率で２種以上混合
して用いることができる。
　光重合性開始剤の市販品としては、アセトフェノン系化合物としては、全てＢＡＳＦ社
製で「ＩＲＧＡＣＵＲＥ　９０７」（２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］
－２－モルフォリノプロパン－１－オン）、「ＩＲＧＡＣＵＲＥ　３６９」（２－（ジメ
チルアミノ）－２－［（４－メチルフェニル）メチル］－１－［４－（４－モルフォリニ
ル）フェニル］－１－ブタノン）、「ＩＲＧＡＣＵＲＥ　３７９」２－ベンジル－２－ジ
メチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－１－オン、ホスフィン系化
合物としては、全てＢＡＳＦ社製で「ＩＲＧＡＣＵＲＥ　８１９」（ビス（２，４，６－
トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキサイド）、「ＩＲＧＡＣＵＲＥ　ＴＰＯ
」（２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド）などが挙げら
れる。
【０１０３】
　光重合開始剤（Ｃ）の含有量は、着色剤（Ａ）１００質量部に対し、２～５０質量部で
あることが好ましく、光硬化性及び現像性の観点から２～３０質量部であることがより好
ましい。光重合開始剤（Ｃ）が２質量部以上であれば、基材との密着性に優れている。ま
た、光重合開始剤（Ｃ）が５０質量部以下であれば、解像性に優れている。
【０１０４】
［増感剤］
　本実施の感光性着色組成物は、さらに、増感剤を含有してもよい。
　増感剤としては、カルコン誘導体、ジベンザルアセトンなどの不飽和ケトン類；ベンジ
ルやカンファーキノンなどの１，２－ジケトン誘導体；ベンゾイン誘導体、フルオレン誘
導体、ナフトキノン誘導体、アントラキノン誘導体、キサンテン誘導体、チオキサンテン
誘導体、キサントン誘導体、チオキサントン誘導体、クマリン誘導体、ケトクマリン誘導
体、シアニン誘導体、メロシアニン誘導体、オキソノ－ル誘導体等のポリメチン色素；ア
クリジン誘導体、アジン誘導体、チアジン誘導体、オキサジン誘導体、インドリン誘導体
、アズレン誘導体、アズレニウム誘導体、スクアリリウム誘導体、ポルフィリン誘導体、
テトラフェニルポルフィリン誘導体、トリアリールメタン誘導体、テトラベンゾポルフィ
リン誘導体、テトラピラジノポルフィラジン誘導体、フタロシアニン誘導体、テトラアザ
ポルフィラジン誘導体、テトラキノキサリロポルフィラジン誘導体、ナフタロシアニン誘
導体、サブフタロシアニン誘導体、ピリリウム誘導体、チオピリリウム誘導体、テトラフ
ィリン誘導体、アヌレン誘導体、スピロピラン誘導体、スピロオキサジン誘導体、チオス
ピロピラン誘導体、金属アレーン錯体、有機ルテニウム錯体、又はミヒラーケトン誘導体
、α－アシロキシエステル、アシルフォスフィンオキサイド、メチルフェニルグリオキシ
レート、ベンジル、９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアンス
ラキノン、４，４’－ジエチルイソフタロフェノン、３，３’又は４，４’－テトラ（ｔ
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－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン、４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベ
ンゾフェノン等が挙げられる。
【０１０５】
　上記増感剤の中で、特に好適に増感しうる増感剤としては、チオキサントン誘導体、ミ
ヒラーケトン誘導体、カルバゾール誘導体が挙げられる。さらに具体的には、２，４－ジ
エチルチオキサントン、２－クロロチオキサントン、２，４－ジクロロチオキサントン、
２－イソプロピルチオキサントン、４－イソプロピルチオキサントン、１－クロロ－４－
プロポキシチオキサントン、４，４’－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４
’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４’－ビス（エチルメチルアミノ）ベ
ンゾフェノン、Ｎ－エチルカルバゾール、３－ベンゾイル－Ｎ－エチルカルバゾール、３
，６－ジベンゾイル－Ｎ－エチルカルバゾール等が挙げられる。
【０１０６】
　また、増感剤の市販品としては、「ＫＡＹＡＣＵＲＥ　ＤＥＴＸ－Ｓ」（２，３－ジエ
チルチオキサントン　日本化薬社製）、「ＥＡＢ－Ｆ」（４，４’－ビス（ジエチルアミ
ノ）ベンゾフェノン　保土ヶ谷化学工業社製）などが挙げられる。
【０１０７】
　さらに具体的には、大河原信ら編、「色素ハンドブック」（１９８６年、講談社）、大
河原信ら編、「機能性色素の化学」（１９８１年、シーエムシー）、池森忠三朗ら編、及
び「特殊機能材料」（１９８６年、シーエムシー）に記載の増感剤が挙げられるがこれら
に限定されるものではない。また、その他、紫外から近赤外域にかけての光に対して吸収
を示す増感剤を含有させることもできる。
【０１０８】
　増感剤は、１種を単独で、又は必要に応じて任意の比率で２種以上混合して用いること
ができる。
【０１０９】
　増感剤を使用する際の含有量は、着色組成物中に含まれる光重合開始剤（Ｃ）１００質
量部に対し、３～６０質量部であることが好ましく、光硬化性、現像性の観点から５～５
０質量部であることがより好ましい。
【０１１０】
［樹脂（Ｄ）］
　本実施の感光性着色組成物は、樹脂（Ｄ）を含有する。当該樹脂（Ｄ）は、画素の分光
特性の点から、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域において透過率が好ましく
は８０％以上、より好ましくは９５％以上の樹脂であることが好ましい。樹脂（Ｄ）には
、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂、感光性アクリル樹脂、及び顔料分散樹脂が含まれ、これ
らを単独で、又は２種以上混合して用いることができる。
【０１１１】
　熱可塑性樹脂としては、例えば、ブチラール樹脂、スチレンーマレイン酸共重合体、塩
素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル－酢酸ビニル共
重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、アクリル系樹脂、ア
ルキッド樹脂、ポリスチレン、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム系樹脂、セルロー
ス類、ポリエチレン、ポリブタジエン、ポリイミド樹脂等が挙げられる。
【０１１２】
　熱硬化性樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性マ
レイン酸樹脂、ロジン変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、フェノール樹脂等が
挙げられる。
【０１１３】
　感光性アクリル樹脂としては、水酸基、カルボキシル基、アミノ基等の反応性の置換基
を有する線状高分子にイソシアネート基、アルデヒド基、エポキシ基等の反応性置換基を
有する（メタ）アクリル化合物やケイヒ酸を反応させて、（メタ）アクリロイル基、スチ
リル基等の光架橋性基を該線状高分子に導入した樹脂が用いられる。また、スチレン－無
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水マレイン酸共重合物やα－オレフィン－無水マレイン酸共重合物等の酸無水物を含む線
状高分子をヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート等の水酸基を有する（メタ）アクリ
ル化合物によりハーフエステル化したものも用いられる。
【０１１４】
　感光性アクリル樹脂は、エチレン性不飽和結合を有することが好ましい。特に以下に示
す（ｉ）や（ｉｉ）の方法によりエチレン性不飽和結合を導入した樹脂を用いることで、
活性エネルギー線で露光し塗膜を形成する際に、樹脂が３次元架橋されることで架橋密度
が上がり、薬品耐性が良好になる。
【０１１５】
＜方法（ｉ）＞
　方法（ｉ）として、例えば、エポキシ基を有するエチレン性不飽和単量体と、他の１種
類以上の単量体とを共重合することによって得られた共重合体の側鎖エポキシ基に、エチ
レン性不飽和結合を有する不飽和一塩基酸のカルボキシル基を付加反応させ、更に、生成
した水酸基に、多塩基酸無水物を反応させ、エチレン性不飽和結合及びカルボキシル基を
導入する方法がある。
【０１１６】
　エポキシ基を有するエチレン性不飽和単量体としては、例えば、グリシジル（メタ）ア
クリレート、メチルグリシジル（メタ）アクリレート、２－グリシドキシエチル（メタ）
アクリレート、３，４－エポキシブチル（メタ）アクリレート、及び３，４－エポキシシ
クロヘキシル（メタ）アクリレートが挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上
を併用してもかまわない。次工程の不飽和一塩基酸との反応性の観点で、グリシジル（メ
タ）アクリレートが好ましい。
【０１１７】
　不飽和一塩基酸としては、（メタ）アクリル酸、クロトン酸、ｏ－、ｍ－、ｐ－ビニル
安息香酸、（メタ）アクリル酸のα位ハロアルキル、アルコキシル、ハロゲン、ニトロ、
シアノ置換体等のモノカルボン酸等が挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上
を併用してもよい。
【０１１８】
　多塩基酸無水物としては、テトラヒドロ無水フタル酸、無水フタル酸、ヘキサヒドロ無
水フタル酸、無水コハク酸、無水マレイン酸等が挙げられ、これらは単独で用いても、２
種類以上を併用してもかまわない。カルボキシル基の数を増やす等、必要に応じて、トリ
メリット酸無水物等のトリカルボン酸無水物を用いたり、ピロメリット酸二無水物等のテ
トラカルボン酸二無水物を用いて、残った無水物基を加水分解したりすること等もできる
。また、多塩基酸無水物として、エチレン性不飽和結合を有する、テトラヒドロ無水フタ
ル酸、又は無水マレイン酸を用いると、更にエチレン性不飽和結合を増やすことができる
。
【０１１９】
　方法（ｉ）の類似の方法として、例えば、カルボキシル基を有するエチレン性不飽和単
量体と、他の１種類以上の単量体とを共重合することによって得られた共重合体の側鎖カ
ルボキシル基の一部に、エポキシ基を有するエチレン性不飽和単量体を付加反応させ、エ
チレン性不飽和結合及びカルボキシル基を導入する方法がある。
【０１２０】
＜方法（ｉｉ）＞
　方法（ｉｉ）として、水酸基を有するエチレン性不飽和単量体を使用し、他のカルボキ
シル基を有する不飽和一塩基酸の単量体や、他の単量体とを共重合することによって得ら
れた共重合体の側鎖水酸基に、イソシアネート基を有するエチレン性不飽和単量体のイソ
シアネート基を反応させる方法がある。
【０１２１】
　水酸基を有するエチレン性不飽和単量体としては、２－ヒドロキシエチル（メタ）アク
リレート、２－若しくは３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－若しくは３
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リレート、又はシクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリレート等のヒドロキシア
ルキルメタアクリレート類が挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上を併用し
て用いてもかまわない。また、上記ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートに、エチレ
ンオキシド、プロピレンオキシド、及び／又はブチレンオキシド等を付加重合させたポリ
エーテルモノ（メタ）アクリレートや、ポリγ－バレロラクトン、ポリε－カプロラクト
ン、及び／又はポリ１２－ヒドロキシステアリン酸等を付加したポリエステルモノ（メタ
）アクリレートも使用できる。塗膜異物抑制の観点から、２－ヒドロキシエチルメタアク
リレート、又はグリセロールモノ（メタ）アクリレートが好ましく、また感度の点からは
２個以上６個以下の水酸基を有するものを使用することが感度の点から好ましく、グリセ
ロールモノ（メタ）アクリレートがさらに好ましい。
【０１２２】
　イソシアネート基を有するエチレン性不飽和単量体としては、２－（メタ）アクリロイ
ルエチルイソシアネート、２－（メタ）アクリロイルオキシエチルイソシアネート、又は
１，１－ビス［メタアクリロイルオキシ］エチルイソシアネート等が挙げられるが、これ
らに限定することなく、２種類以上併用することもできる。
【０１２３】
　アルカリ可溶性樹脂を構成するモノマーとして、例えば、以下のものが挙げられる。メ
チル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アクリ
レート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブ
チル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メ
タ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレ
ート、ラウリル（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、
イソボルニル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）
アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、フェノキシジエチレングリコー
ル（メタ）アクリレート、メトキシポリプロピレングリコール（メタ）アクリレート、エ
トキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリレート類；（メ
タ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチル（メ
タ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ）アクリルアミド、ダイアセトン（メタ）
アクリルアミド、アクリロイルモルホリン等の（メタ）アクリルアミド類；スチレン、α
－メチルスチレン等のスチレン類；エチルビニルエーテル、ｎ－プロピルビニルエーテル
、イソプロピルビニルエーテル、ｎ－ブチルビニルエーテル、イソブチルビニルエーテル
等のビニルエーテル類；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル等の脂肪酸ビニル類；シクロヘ
キシルマレイミド、フェニルマレイミド、メチルマレイミド、エチルマレイミド、１，２
－ビスマレイミドエタン１，６－ビスマレイミドヘキサン、３－マレイミドプロピオン酸
、６，７－メチレンジオキシ－４－メチル－３－マレイミドクマリン、４，４’－ビスマ
レイミドジフェニルメタン、ビス（３－エチル－５－メチル－４－マレイミドフェニル）
メタン、Ｎ，Ｎ’－１，３－フェニレンジマレイミド、Ｎ，Ｎ’－１，４－フェニレンジ
マレイミド、Ｎ－（１－ピレニル）マレイミド、Ｎ－（２，４，６－トリクロロフェニル
）マレイミド、Ｎ－（４－アミノフェニル）マレイミド、Ｎ－（４－ニトロフェニル）マ
レイミド、Ｎ－ベンジルマレイミド、Ｎ－ブロモメチル－２，３－ジクロロマレイミド、
Ｎ－スクシンイミジル－３－マレイミドベンゾエート、Ｎ－スクシンイミジル－３－マレ
イミドプロピオナート、Ｎ－スクシンイミジル－４－マレイミドブチラート、Ｎ－スクシ
ンイミジル－６－マレイミドヘキサノアート、Ｎ－［４－（２－ベンゾイミダゾリル）フ
ェニル］マレイミド、９－マレイミドアクリジン等のＮ－置換マレイミド類の他、下記一
般式（６）で表される化合物が挙げられる。
【０１２４】
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【化８】

（一般式（６）中、Ｒ５１は、水素原子、又はメチル基であり、Ｒ５２は、炭素数２～３
のアルキレン基であり、Ｒ５３は、ベンゼン環を有していてもよい炭素数１～２０のアル
キル基であり、ｎは、１～１５の整数である。）
【０１２５】
　下記一般式（６）で表される化合物の具体例としては、ＥＯ変性クレゾールアクリレー
ト、ｎ－ノニルフェノキシポリエチレングリコールアクリレート、フェノキシエチルアク
リレート、エトキシ化フェニルアクリレート、フェノールのエチレンオキサイド（ＥＯ）
変性（メタ）アクリレート、パラクミルフェノールのＥＯ又はプロピレンオキサイド（Ｐ
Ｏ）変性（メタ）アクリレート、ノニルフェノールのＥＯ変性（メタ）アクリレート、ノ
ニルフェノールのＰＯ変性（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【０１２６】
　カルボキシル基含有エチレン性不飽和モノマーを用いることもできる。カルボキシル基
含有エチレン性不飽和モノマーとしては、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、ε－カプ
ロラクトン付加アクリル酸、ε－カプロラクトン付加メタクリル酸、イタコン酸、マレイ
ン酸、フマル酸、及びクロトン酸等が挙げられる。
【０１２７】
　水酸基含有エチレン性不飽和モノマーを用いることもできる。水酸基含有エチレン性不
飽和モノマーとしては、例えば、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－若し
くは３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－若しくは３－若しくは４－ヒド
ロキシブチル（メタ）アクリレート、シクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリレ
ート等のヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート類が挙げられる。又、上記ヒドロキシ
アルキル（メタ）アクリレートに、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、及び／又は
ブチレンオキシド等を付加重合させたポリエーテルモノ（メタ）アクリレートや、（ポリ
）γ－バレロラクトン、（ポリ）ε－カプロラクトン、及び／又は（ポリ）１２－ヒドロ
キシステアリン酸等を付加した（ポリ）エステルモノ（メタ）アクリレート等が挙げられ
る。
【０１２８】
　リン酸エステル基含有エチレン性不飽和モノマーを用いることもできる。リン酸エステ
ル基含有エチレン性不飽和モノマーとしては、例えば、上記水酸基含有エチレン性不飽和
モノマーの水酸基にたとえば５酸化リンやポリリン酸等のリン酸エステル化剤を反応せし
めることで得ることができるモノマーが挙げられる。
【０１２９】
　本実施において樹脂（Ｄ）は、感光性アクリル樹脂を含むことが好ましい。感光性アク
リル樹脂を含有することで、着色組成物を硬化した後の耐薬品性、耐溶剤性向上の効果が
ある。
【０１３０】
＜感光性アクリル樹脂（Ｅ）＞
　感光性アクリル樹脂（Ｅ）は、分子内に２つの水酸基と１つのチオール基とを有する化
合物（ａ）の水酸基と、ピロメリット酸無水物及び／又はトリメリット酸無水物の酸無水
物基と、の反応生成物の存在下で、水酸基含有エチレン性不飽和単量体（ｂ）を含むエチ
レン性不飽和単量体（ｃ）を重合させた水酸基含有重合体の水酸基と、１つのイソシアネ
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ート基及び１つ以上の（メタ）アクリロイル基を有する化合物（ｄ）のイソシアネート基
と、を反応させた樹脂であり、水酸基含有エチレン性不飽和単量体（ｂ）に由来する構成
単位の含有量が、エチレン性不飽和単量体（ｃ）由来する構成単位の全量に対して３５質
量％以上、８０質量％以下である感光性アクリル樹脂（Ｅ）を含むことが好ましい。
感光性アクリル樹脂（Ｅ）を含むことにより、着色組成物を硬化した後の耐薬品性、耐溶
剤性のさらなる向上効果がある。
【０１３１】
　感光性アクリル樹脂（Ｅ）は、２つの水酸基と１つのチオール基を有する化合物（ａ）
の水酸基と、ピロメリット酸無水物及び／又はトリメリット酸無水物の酸無水物基との反
応生成物を最初に製造する第一の工程、続いて、前記反応生成物の残存しているチオール
基を連鎖移動剤として水酸基含有エチレン性不飽和単量体（ｂ）を含むエチレン性不飽和
単量体（ｃ）をラジカル重合することで水酸基を有するビニル重合体部分を導入した水酸
基含有重合体を製造する第二の工程、さらに１つのイソシアネート基と１つ以上の（メタ
）アクリロイル基を有する化合物（ｄ）との反応である第三の工程を経ることにより得ら
れる。感光性アクリル樹脂（Ｅ）中の複数のカルボキシル基部分が、顔料吸着部として機
能し、ビニル重合体部分が溶剤親和部として機能する。
【０１３２】
　また、感光性アクリル樹脂（Ｅ）は、水酸基と酸無水物基との反応、残存チオール基を
連鎖移動剤としたラジカル重合反応、残存水酸基とイソシアネート基との反応、といった
複数の反応を経由して得られる構造を有する。感光性アクリル樹脂（Ｅ）は複雑な構造を
有するため、以下、感光性アクリル樹脂（Ｅ）について、製造方法により特定する。
【０１３３】
（分子内に２つの水酸基と１つのチオール基とを有する化合物（ａ））
　分子内に２つの水酸基と１つのチオール基とを有する化合物（ａ）としては３－メルカ
プト－１，２－プロパンジオール（別名：１－チオグリセロール）が好適に使用できる。
【０１３４】
　酸無水物基と水酸基を反応させる際に用いられる触媒としては、公知の触媒を使用する
ことができる。例えばトリエチルアミン、トリエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルベン
ジルアミン、Ｎ－メチルモルホリン、１，８－ジアザビシクロ－［５．４．０］－７－ウ
ンデセン、１，５－ジアザビシクロ－［４．３．０］－５－ノネン、モノブチルスズオキ
シド等が挙げられる。
【０１３５】
　次に、２つの水酸基と１つのチオール基を有する化合物（ａ）の水酸基とピロメリット
酸無水物及び／又はトリメリット酸無水物の酸無水物基との反応生成物、に残存している
チオール基を連鎖移動剤として、水酸基含有エチレン性不飽和単量体（ｂ）を含むエチレ
ン性不飽和単量体（ｃ）をラジカル重合することで水酸基含有エチレン性不飽和単量体を
導入した水酸基含有重合体を製造する第二の工程について説明する。第二の工程で水酸基
を含有するエチレン性不飽和単量体（ｂ）を共重合することにより、分散剤のビニル重合
体部分に水酸基を導入することができ、第三の工程で１つのイソシアネート基と１つ以上
の（メタ）アクリロイル基を有する化合物（ｄ）と反応させることができる。
【０１３６】
（水酸基含有エチレン性不飽和単量体（ｂ））
　水酸基含有エチレン性不飽和単量体（ｂ）としては、水酸基を有し、エチレン性不飽和
結合を有する単量体であればどのようなものでも構わないが、具体的には、水酸基を有す
る（メタ）アクリレート系単量体、例えば、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート
、２（又は３）－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２（又は３又は４）－ヒド
ロキシブチル（メタ）アクリレート及びシクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリ
レートなどのヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、及びエチル－α－ヒドロキシメ
チルアクリレートなどのアルキル－α－ヒドロキシアルキルアクリレート、あるいは水酸
基を有する（メタ）アクリルアミド系単量体、例えば、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）（
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メタ）アクリルアミド、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）（メタ）アクリルアミド、Ｎ－
（２－ヒドロキシブチル）（メタ）アクリルアミドなどのＮ－（ヒドロキシアルキル）（
メタ）アクリルアミド、あるいは、水酸基を有するビニルエーテル系単量体、例えば、２
－ヒドロキシエチルビニルエーテル、２－（又は３－）ヒドロキシプロピルビニルエーテ
ル、２－（又は３－又は４－）ヒドロキシブチルビニルエーテルなどのヒドロキシアルキ
ルビニルエーテル、あるいは水酸基を有するアリルエーテル系単量体、例えば、２－ヒド
ロキシエチルアリルエーテル、２－（又は３－）ヒドロキシプロピルアリルエーテル、２
－（又は３－又は４－）ヒドロキシブチルアリルエーテルなどのヒドロキシアルキルアリ
ルエーテルが挙げられる。
【０１３７】
（その他のエチレン性不飽和単量体）
　水酸基含有エチレン性不飽和単量体（ｂ）以外のエチレン性不飽和単量体としては、例
えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ
）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート
、イソブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキ
シル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、２，２，４－トリメ
チルシクロヘキシル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、ラウリル
（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート等のアルキル（メタ）アクリ
レート類；フェニル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、フェノキシ
エチル（メタ）アクリレート、フェノキシジエチレングリコール（メタ）アクリレート等
の芳香族（メタ）アクリレート類；テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート等の複
素環式（メタ）アクリレート類；メトキシポリプロピレングリコール（メタ）アクリレー
ト、エトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート等のアルコキシポリアルキレ
ングリコール（メタ）アクリレート類；（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メ
タ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メ
タ）アクリルアミド、ダイアセトン（メタ）アクリルアミド、アクリロイルモルホリン等
の（Ｎ置換型）（メタ）アクリルアミド類；Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アク
リレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート等のアミノ基含有（メタ
）アクリレート類；（メタ）アクリロニトリル等のニトリル類があげられる。
【０１３８】
　上記アクリル単量体と併用できる単量体として、スチレン、α－メチルスチレン、イン
デン等のスチレン類、エチルビニルエーテル、ｎ－プロピルビニルエーテル、イソプロピ
ルビニルエーテル、ｎ－ブチルビニルエーテル、イソブチルビニルエーテル等のビニルエ
ーテル類、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル等の脂肪酸ビニル類があげられる。
【０１３９】
　また、カルボキシル基含有エチレン性不飽和単量体を併用することもできる。カルボキ
シル基含有エチレン性不飽和単量体としては、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、
マレイン酸、フマル酸、クロトン酸などから１種又は２種以上を選択することができる。
【０１４０】
　水酸基含有エチレン性不飽和単量体（ｂ）の含有量は、エチレン性不飽和単量体（ｃ）
の全量に対して３５質量％以上８０質量％以下であることが望ましい。
【０１４１】
　次に、前記水酸基含有化合物と、１つのイソシアネート基と１つ以上の（メタ）アクリ
ロイル基を有する化合物（ｄ）とを反応させる第三の工程について説明する。感光性アク
リル樹脂は、水酸基含有化合物中の水酸基と、１つのイソシアネート基と１つ以上の（メ
タ）アクリロイル基を有する化合物（ｄ）中のイソシアネート基とを反応させることによ
り得られる。これにより、分散剤中の主にビニル重合体部分に（メタ）アクリロイル基を
任意に導入することができ、溶剤親和性部位に硬化性を有する感光性アクリル樹脂を得る
ことができる。
【０１４２】
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（１つのイソシアネート基及び１つ以上の（メタ）アクリロイル基を有する化合物（ｄ）
）
　第三の工程で使用される１つのイソシアネート基と１つ以上の（メタ）アクリロイル基
を有する化合物（ｄ）としては、１つのイソシアネート基と１つ又は２つの（メタ）アク
リロイル基を有する化合物が好ましく、具体的には２－メタクリロイルオキシエチルイソ
シアネート、２－アクリロイルオキシエチルイソシアネートが好ましい。
【０１４３】
　本実施で使用される１つのイソシアネート基と１つ以上の（メタ）アクリロイル基を有
する化合物（ｄ）は上記に例示した化合物に限らず、イソシアネート基と１つ以上の（メ
タ）アクリロイル基を持てばどのような構造をしていてもかまわない。これらは単独で用
いても、併用してもよい。
【０１４４】
　また樹脂（Ｄ）として、オキセタン基を有する樹脂を用いることもできる。オキセタン
基を有する樹脂は、例えばオキセタン基を有するエチレン性不飽和単量体を共重合するこ
となどで達成することができる。オキセタン基を有するエチレン性不飽和単量体としては
、（３－メチル－３－オキセタニル）メチル（メタ）アクリレート、（３－エチル－３－
オキセタニル）メチル（メタ）アクリレート、（３－ブチル－３－オキセタニル）メチル
（メタ）アクリレート、（３－ヘキシルチル－３－オキセタニル）メチル（メタ）アクリ
レート等を挙げることが出来る。
　市販品としては、例えば、ＥＴＥＲＮＡＣＯＬＬ　ＯＸＭＡ（宇部興産社製）、ＯＸＥ
－１０、ＯＸＥ－３０（以上、大阪有機化学工業社製）などが挙げられる。
　樹脂がオキセタン基を有することにより、該樹脂を含有する着色組成物は、硬化した後
の耐熱性が優れる。
【０１４５】
　樹脂（Ｄ）は、感光性着色組成物中の着色剤（Ａ）１００質量部に対して、１～４００
質量部、好ましくは１～３００質量部の量で用いることができる。
【０１４６】
［酸化防止剤］
　本実施の感光性着色組成物は、酸化防止剤を含有してもよい。酸化防止剤は、光重合開
始剤や熱硬化性化合物が、熱硬化やＩＴＯアニール時の熱工程によって酸化し黄変するこ
とを防ぐため、画素の透過率を高くすることができる。
【０１４７】
　本実施における「酸化防止剤」とは、紫外線吸収機能、ラジカル補足機能、又は、過酸
化物分解機能を有する化合物であればよく、具体的には、酸化防止剤としてヒンダードフ
ェノール系、ヒンダードアミン系、リン系、イオウ系、ベンゾトリアゾール系、ベンゾフ
ェノン系、ヒドロキシルアミン系、サルチル酸エステル系、及びトリアジン系の化合物が
あげられ、公知の紫外線吸収剤、酸化防止剤等が使用できる。
【０１４８】
　これらの酸化防止剤の中でも、塗膜の透過率と感度の両立の観点から、ヒンダードフェ
ノール系酸化防止剤、ヒンダードアミン系酸化防止剤、リン系酸化防止剤又はイオウ系酸
化防止剤が好ましく、ヒンダードフェノール系酸化防止剤、ヒンダードアミン系酸化防止
剤、又はリン系酸化防止剤がより好ましい。
【０１４９】
　ヒンダードフェノール系酸化防止剤としては、２，４－ビス［（ラウリルチオ）メチル
］－ｏ－クレゾール、１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジル）、１，３，５－トリス（４－ｔ－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベ
ンジル）、２，４－ビス－（ｎ－オクチルチオ）－６－（４－ヒドロキシ－３，５－ジ－
ｔ－ブチルアニリノ）－１，３，５－トリアジン、ペンタエリスリトールテトラキス［３
－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、２，６
－ジ－ｔ－ブチル－４－ノニルフェノール、２，２’－イソブチリデン－ビス－（４，６



(29) JP 2019-153389 A 2019.9.12

10

20

30

40

50

－ジメチル－フェノール）、４，４’－ブチリデン－ビス－（２－ｔ－ブチル－５－メチ
ルフェノール）、２，２’－チオ－ビス－（６－ｔ－ブチル－４－メチルフェノール）、
２，５－ジ－ｔ－アミル－ヒドロキノン、２，２’チオジエチルビス－（３，５－ジ－ｔ
－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピオネート、１，１，３－トリス－（２’－
メチル－４’－ヒドロキシ－５’－ｔ－ブチルフェニル）－ブタン、２，２’－メチレン
－ビス－（６－（１－メチル－シクロヘキシル）－ｐ－クレゾール）、２，４－ジメチル
－６－（１－メチル－シクロヘキシル）－フェノール、Ｎ，Ｎ－ヘキサメチレンビス（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－ヒドロシンナムアミド）等が挙げられる。その
他ヒンダードフェノール構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等も
使用することが出来る。
【０１５０】
　ヒンダードアミン系酸化防止剤としては、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジル）セバケート、ビス（Ｎ－メチル－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジル）セバケート、Ｎ，Ｎ′－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル
）－１，６－ヘキサメチレンジアミン、２－メチル－２－（２，２，６，６－テトラメチ
ル－４－ピペリジル）アミノ－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
プロピオンアミド、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）（１
，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、ポリ［｛６－（１，１，３，３－テトラ
メチルブチル）イミノ－１，３，５－トリアジン－２，４－ジイル｝｛（２，２，６，６
－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ｝ヘキサメチル｛（２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ピペリジル）イミノ｝］、ポリ［（６－モルホリノ－１，３，５－トリアジン
－２，４－ジイル）｛（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ｝ヘキ
サメチン｛（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ｝］、コハク酸ジ
メチルと１－（２－ヒドロキシエチル）－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジンとの重縮合物、Ｎ，Ｎ′－４，７－テトラキス［４，６－ビス｛Ｎ－ブチル
－Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）アミノ｝－１，３，５－
トリアジン－２－イル］－４，７－ジアザデカン－１，１０－ジアミン等が挙げられる。
その他ヒンダードアミン構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等を
使用してもよい。
【０１５１】
　リン系酸化防止剤としては、トリス（イソデシル）フォスファイト、トリス（トリデシ
ル）フォスファイト、フェニルイソオクチルフォスファイト、フェニルイソデシルフォス
ファイト、フェニルジ（トリデシル）フォスファイト、ジフェニルイソオクチルフォスフ
ァイト、ジフェニルイソデシルフォスファイト、ジフェニルトリデシルフォスファイト、
トリフェニルフォスファイト、トリス（ノニルフェニル）フォスファイト、４，４’イソ
プロピリデンジフェノールアルキルフォスファイト、トリスノニルフェニルフォスファイ
ト、トリスジノニルフェニルフォスファイト、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル
）フォスファイト、トリス（ビフェニル）フォスファイト、ジステアリルペンタエリスリ
トールジフォスファイト、ジ（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ペンタエリスリトール
ジフォスファイト、ジ（ノニルフェニル）ペンタエリスリトールジフォスファイト、フェ
ニルビスフェノールＡペンタエリスリトールジフォスファイト、テトラトリデシル４，４
’－ブチリデンビス（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）ジフォスファイト、ヘキ
サトリデシル１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔ－ブチルフェニ
ル）ブタントリフォスファイト、３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルフォ
スファイトジエチルエステル、ソジウムビス（４－ｔ－ブチルフェニル）フォスファイト
、ソジウム－２，２－メチレン－ビス（４，６－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－フォスファ
イト、１，３－ビス（ジフェノキシフォスフォニロキシ）－ベンゼン、亜リン酸エチルビ
ス（２，４－ジｔｅｒｔ－ブチル－６－メチルフェニル）等が挙げられる。その他フォス
ファイト構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等も使用してもよい
。
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【０１５２】
　イオウ系酸化防止剤としては、２，２－チオ－ジエチレンビス［３－（３，５－ジ－ｔ
－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］、２，４－ビス［（オクチルチオ
）メチル］－ｏ－クレゾール、２，４－ビス［（ラウリルチオ）メチル］－ｏ－クレゾー
ル等が挙げられる。その他チオエーテル構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイ
プの化合物等も使用してもよい。
【０１５３】
　ベンゾトリアゾール系酸化防止剤としては、ベンゾトリアゾール構造を有するオリゴマ
ータイプ及びポリマータイプの化合物等が挙げられる。
【０１５４】
　ベンゾフェノン系酸化防止剤として、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、
２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－ｎ－オクトキシベンゾフェ
ノン、４－ドデシロキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクタ
デシロキシベンゾフェノン、２，２’ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２，
２’ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシベンゾフェノン、２，２’，４，４’－テトラ
ヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－５スルフォベンゾフェノン
、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－２’－カルボキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－
４－クロロベンゾフェノン等が挙げられる。その他ベンゾフェノン構造を有するオリゴマ
ータイプ及びポリマータイプの化合物等も使用してもよい。
【０１５５】
　トリアジン系酸化防止剤としては、２，４－ビス（アリル）－６－（２－ヒドロキシフ
ェニル）１，３，５－トリアジン等が挙げられる。その他トリアジン構造を有するオリゴ
マータイプ及びポリマータイプの化合物等も使用してもよい。
【０１５６】
　サルチル酸エステル系酸化防止剤としては、サリチル酸フェニル、サリチル酸ｐ－オク
チルフェニル、サリチル酸ｐ－ｔｅｒｔブチルフェニル等が挙げられる。その他サルチル
酸エステル構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等も使用してもよ
い。
【０１５７】
　これらの酸化防止剤は、１種を単独で、又は必要に応じて任意の比率で２種以上混合し
て用いることができる。
【０１５８】
　また酸化防止剤の含有量は、明度及び感度の点から、感光性着色組成物の全固形分中、
０．５～５．０質量％が好ましい。
【０１５９】
［密着向上剤］
　感光性着色組成物には、基材との密着性を高めるためにシランカップリング剤等の密着
向上剤を含有してもよい。密着向上剤による密着性が向上することにより、細線の再現性
が良好となり解像度が向上する。
【０１６０】
　密着向上剤としては、ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン等のビニ
ルシラン類、３－メタクリロキシプロピルメチルジメトキシシラン、３－メタクリロキシ
プロピルトリメトキシシラン、３－メタクリロキシプロピルメチルジエトキシシラン、３
－メタクリロキシプロピルトリエトキシシラン、３－アクリロキシプロピルトリメトキシ
シラン等の（メタ）アクリルシラン類２－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルト
リメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、３－グリシドキ
シプロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジエトキシシラン、３
－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン等のエポキシシラン類、Ｎ－２－（アミノエ
チル）－３－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－２－（アミノエチル）－３－
アミノプロピルトリメトキシシラン、３－アミノプロピルトリメトキシシラン、３－アミ
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ノプロピルトリエトキシシラン、３－トリエトキシシリル－Ｎ－（１，３－ジメチル－ブ
チリデン）プロピルアミン、Ｎ－フェニル－３－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ
－（ビニルベンジル）－２－アミノエチル－３－アミノプロピルトリメトキシシランの塩
酸塩等のアミノシラン類、３－メルカプトプロピルメチルジメトキシシラン、３－メルカ
プトプロピルトリメトキシシラン等のメルカプト類、ｐ－スチリルトリメトキシシラン等
のスチリル類、３－ウレイドプロピルトリエトキシシラン等のウレイド類、ビス（トリエ
トキシシリルプロピル）テトラスルフィド等のスルフィド類、３－イソシアネートプロピ
ルトリエトキシシラン等のイソシアネート類等のシランカップリング剤が挙げられる。密
着向上剤は、着色組成物中の着色剤１００質量部に対し、０．０１～１０質量部、好まし
くは０．０５～５質量部の量で用いることができる。この範囲内で効果が大きくなり、密
着性、解像性、感度のバランスが良好であるためより好ましい。
【０１６１】
［レベリング剤］
　感光性着色組成物には、当該組成物のレベリング性を向上するため、レベリング剤を添
加してもよい。レベリング剤としては、主鎖にポリエーテル構造又はポリエステル構造を
有するジメチルシロキサンが好ましい。主鎖にポリエーテル構造を有するジメチルシロキ
サンの具体例としては、東レ・ダウコーニング社製ＦＺ－２１２２、ビックケミー社製Ｂ
ＹＫ－３３３などが挙げられる。ポリエステル構造を有するジメチルシロキサンの具体例
としては、ビックケミー社製ＢＹＫ－３１０、ＢＹＫ－３７０などが挙げられる。主鎖に
ポリエーテル構造を有するジメチルシロキサンと、主鎖にポリエステル構造を有するジメ
チルシロキサンとは、併用することもできる。レベリング剤の含有割合は、着色組成物の
全固形分中、０．００３～０．５質量％用いることが好ましい。
【０１６２】
　レベリング剤として特に好ましいものとしては、分子内に疎水基と親水基を有するいわ
ゆる界面活性剤の一種で、親水基を有しながらも水に対する溶解性が小さく、着色組成物
に添加した場合、その表面張力低下能が低いという特徴を有し、さらに表面張力低下能が
低いにも拘らずガラス板への濡れ性が良好なものが有用であり、泡立ちによる塗膜の欠陥
が出現しない添加量において十分に帯電性を抑止できるものが好ましく使用できる。この
ような好ましい特性を有するレベリング剤として、ポリアルキレンオキサイド単位を有す
るジメチルポリシロキサンが好ましく使用できる。ポリアルキレンオキサイド単位として
は、ポリエチレンオキサイド単位、ポリプロピレンオキサイド単位があり、ジメチルポリ
シロキサンは、ポリエチレンオキサイド単位とポリプロピレンオキサイド単位とを共に有
していてもよい。
【０１６３】
　レベリング剤には、アニオン性、カチオン性、ノニオン性、又は両性の界面活性剤を補
助的に加えることも可能である。界面活性剤は、２種以上混合して使用しても構わない。
　レベリング剤に補助的に加えるアニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンア
ルキルエーテル硫酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸
共重合体のアルカリ塩、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキルジフェニル
エーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸ト
リエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノエタノールアミン、
ステアリン酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のモ
ノエタノールアミン、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステルなどが挙げら
れる。
【０１６４】
　レベリング剤に補助的に加えるカオチン性界面活性剤としては、アルキル４級アンモニ
ウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物が挙げられる。レベリング剤に補助的に加え
るノニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエ
チレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート
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、ポリエチレングリコールモノラウレートなどの；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン
などのアルキルベタイン、アルキルイミダゾリンなどの両性界面活性剤、また、フッ素系
やシリコーン系の界面活性剤が挙げられる。
【０１６５】
［硬化剤、硬化促進剤］
　また感光性着色組成物は、熱硬化性樹脂の硬化を補助するため、必要に応じて、硬化剤
、硬化促進剤を含有してもよい。硬化剤としては、フェノール系樹脂、アミン系化合物、
酸無水物、活性エステル、カルボン酸系化合物、スルホン酸系化合物などが有効であるが
、特にこれらに限定されるものではなく、熱硬化性樹脂と反応し得るものであれば、いず
れの硬化剤を使用してもよい。また、これらの中でも、１分子内に２個以上のフェノール
性水酸基を有する化合物、アミン系硬化剤が好ましく挙げられる。上記硬化促進剤として
は、例えば、アミン化合物（例えば、ジシアンジアミド、ベンジルジメチルアミン、４－
（ジメチルアミノ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン、４－メトキシ－Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルベンジルアミン、４－メチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン等）、４級アンモニウ
ム塩化合物（例えば、トリエチルベンジルアンモニウムクロリド等）、ブロックイソシア
ネート化合物（例えば、ジメチルアミン等）、イミダゾール誘導体二環式アミジン化合物
及びその塩（例えば、イミダゾール、２－メチルイミダゾール、２－エチルイミダゾール
、２－エチル－４－メチルイミダゾール、２－フェニルイミダゾール、４－フェニルイミ
ダゾール、１－シアノエチル－２－フェニルイミダゾール、１－（２－シアノエチル）－
２－エチル－４－メチルイミダゾール等）、リン化合物（例えば、トリフェニルホスフィ
ン等）、グアナミン化合物（例えば、メラミン、グアナミン、アセトグアナミン、ベンゾ
グアナミン等）、Ｓ－トリアジン誘導体（例えば、２，４－ジアミノ－６－メタクリロイ
ルオキシエチル－Ｓ－トリアジン、２－ビニル－２，４－ジアミノ－Ｓ－トリアジン、２
－ビニル－４，６－ジアミノ－Ｓ－トリアジン・イソシアヌル酸付加物、２，４－ジアミ
ノ－６－メタクリロイルオキシエチル－Ｓ－トリアジン・イソシアヌル酸付加物等）など
を用いることができる。これらは１種単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい
。上記硬化促進剤の含有量としては、熱硬化性樹脂１００質量部に対し、０．０１～１５
質量部が好ましい。
【０１６６】
［貯蔵安定剤］
　本実施の感光性着色組成物は、経時粘度を安定化させるために貯蔵安定剤を含有しても
よい。
　貯蔵安定剤としては、例えば、ベンジルトリメチルクロライド、ジエチルヒドロキシア
ミンなどの４級アンモニウムクロライド、乳酸、シュウ酸などの有機酸及びそのメチルエ
ーテル、ｔ－ブチルピロカテコール、テトラエチルホスフィン、テトラフェニルフォスフ
ィンなどの有機ホスフィン、亜リン酸塩等が挙げられる。貯蔵安定剤は、着色剤１００質
量部に対し、０．１～１０質量部の量で用いることができる。
【０１６７】
［溶剤］
　また、感光性着色組成物は、着色剤を充分に着色剤担体中に分散、浸透させ、塗膜を形
成することを容易にするために、溶剤を含有してもよい。溶剤は、感光性着色組成物の塗
布性が良好であることに加え、感光性組成物各成分の溶解性、さらには安全性を考慮して
選定される。
【０１６８】
　溶剤としては、例えば１，２，３－トリクロロプロパン、１－メトキシ－２－プロパノ
ール、乳酸エチル、１，３－ブタンジオール、１，３－ブチレングリコール、１，３－ブ
チレングリコールジアセテート、１，４－ブタンジオールジアセテート、１，４－ジオキ
サン、２－ヘプタノン、２－メチル－１，３－プロパンジオール、３，５，５－トリメチ
ル－２－シクロヘキセン－１－オン、３，３，５－トリメチルシクロヘキサノン、３－エ
トキシプロピオン酸エチル、３－メチル－１，３－ブタンジオール、３－メトキシ－３－
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メチル－１－ブタノール、３－メトキシ－３－メチルブチルアセテート、３－メトキシブ
タノール、３－メトキシブチルアセテート、４－ヘプタノン、ｍ－キシレン、ｍ－ジエチ
ルベンゼン、ｍ－ジクロロベンゼン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル
ホルムアミド、ｎ－ブチルアルコール、ｎ－ブチルベンゼン、ｎ－プロピルアセテート、
Ｎ－メチルピロリドン、ｏ－キシレン、ｏ－クロロトルエン、ｏ－ジエチルベンゼン、ｏ
－ジクロロベンゼン、ｐ－クロロトルエン、ｐ－ジエチルベンゼン、ｓｅｃ－ブチルベン
ゼン、ｔｅｒｔ－ブチルベンゼン、γ―ブチロラクトン、イソブチルアルコール、イソホ
ロン、エチレングリコールジエチルエーテル、エチレングリコールジブチルエーテル、エ
チレングリコールモノイソプロピルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、
エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノターシャリ
ーブチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールモノブ
チルエーテルアセテート、エチレングリコールモノプロピルエーテル、エチレングリコー
ルモノヘキシルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコール
モノメチルエーテルアセテート、ジイソブチルケトン、ジエチレングリコールジエチルエ
ーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールモノイソプロピ
ルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコー
ルモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、ジエチレ
ングリコールモノメチルエーテル、シクロヘキサノール、シクロヘキサノールアセテート
、シクロヘキサノン、ジプロピレングリコールジメチルエーテル、ジプロピレングリコー
ルメチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレ
ングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノプロピルエーテル、ジプ
ロピレングリコールモノメチルエーテル、ダイアセトンアルコール、トリアセチン、トリ
プロピレングリコールモノブチルエーテル、トリプロピレングリコールモノメチルエーテ
ル、プロピレングリコールジアセテート、プロピレングリコールフェニルエーテル、プロ
ピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテ
ート、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノプロピルエ
ーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエ
ーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルプロピオネート、ベンジル
アルコール、メチルイソブチルケトン、メチルシクロヘキサノール、酢酸ｎ－アミル、酢
酸ｎ－ブチル、酢酸イソアミル、酢酸イソブチル、酢酸プロピル、二塩基酸エステル等が
挙げられる。
　これらの溶剤は、単独で、又は必要に応じて任意の比率で２種以上混合して用いること
ができる。
【０１６９】
　中でも、着色剤の分散性、浸透性、及び感光性組成物の塗布性が良好なことから、乳酸
エチル、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモ
ノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールジアセテート、エチレングリコール
モノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、１
，３－ブチレングリコールジアセテート、シクロヘキサノールアセテート、１，４－ブタ
ンジオールジアセテート、ブタンジオールジアセテート等のアセテート類、ベンジルアル
コール、ダイアセトンアルコール、１－メトキシ－２－プロパノール、３－メトキシブタ
ノール等のアルコール類やシクロヘキサノン等のケトン類、３－エトキシプロピオン酸エ
チル、等を用いることが好ましい。
【０１７０】
　またこれらの溶剤は、感光性着色組成物を適正な粘度に調節し、目的とする均一な膜厚
の塗膜を形成できることから、着色剤１００質量部に対して、５００～４０００質量部の
量で用いることが好ましい。
【０１７１】
［分散助剤］
　着色剤を着色剤担体中に分散する際に、適宜、色素誘導体、樹脂型分散剤、界面活性剤
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等の分散助剤を含有してもよい。分散助剤は、分散後の着色剤の再凝集を防止する効果が
大きいので、分散助剤を用いて着色剤を着色剤担体中に分散してなる着色組成物は、明度
及び粘度安定性が良好になる。
【０１７２】
＜色素誘導体＞
　色素誘導体としては、有機顔料、アントラキノン、アクリドン又はトリアジンに、塩基
性置換基、酸性置換基、又は置換基を有していても良いフタルイミドメチル基を導入した
化合物があげられ、例えば、特開昭６３－３０５１７３号公報、特公昭５７－１５６２０
号公報、特公昭５９－４０１７２号公報、特公昭６３－１７１０２号公報、特公平５－９
４６９号公報、特開２００１－３３５７１７号公報、特開２００３－１２８６６９号公報
、特開２００４－０９１４９７号公報、特開２００７－１５６３９５号公報、特開２００
８－０９４８７３号公報、特開２００８－０９４９８６号公報、特開２００８－０９５０
０７号公報、特開２００８－１９５９１６号公報、特許第４５８５７８１号公報等に記載
されているものを使用でき、これらは単独又は２種類以上を混合して用いることができる
。
【０１７３】
　色素誘導体の含有量は、分散性向上の観点から、着色剤１００質量部に対し、好ましく
は０．５質量部以上、さらに好ましくは１質量部以上、最も好ましくは３質量部以上であ
る。また、耐熱性、耐光性の観点から、好ましくは４０質量部以下、さらに好ましくは３
５質量部以下である。
【０１７４】
＜樹脂型分散剤＞
　樹脂型分散剤は、着色剤に吸着する性質を有する着色剤親和性部位と、着色剤担体と相
溶性のある部位とを有し、着色剤に吸着して着色剤の着色剤担体への分散を安定化する働
きをするものである。樹脂型分散剤として具体的には、ポリウレタン、ポリアクリレート
等のポリカルボン酸エステル、不飽和ポリアミド、ポリカルボン酸、ポリカルボン酸（部
分）アミン塩、ポリカルボン酸アンモニウム塩、ポリカルボン酸アルキルアミン塩、ポリ
シロキサン、長鎖ポリアミノアマイドリン酸塩、水酸基含有ポリカルボン酸エステルや、
これらの変性物、ポリ（低級アルキレンイミン）と遊離のカルボキシル基を有するポリエ
ステルとの反応により形成されたアミドやその塩等の油性分散剤、（メタ）アクリル酸－
スチレン共重合体、（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エステル共重合体、スチレ
ン－マレイン酸共重合体、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン等の水溶性樹脂
や水溶性高分子化合物、ポリエステル系、変性ポリアクリレート系、エチレンオキサイド
／プロピレンオキサイド付加化合物、燐酸エステル系等が用いられ、これらは単独で又は
２種以上を混合して用いることができるが、必ずしもこれらに限定されるものではない。
【０１７５】
　市販の樹脂型分散剤としては、ビックケミー・ジャパン社製のＤｉｓｐｅｒｂｙｋ－１
０１、１０３、１０７、１０８、１１０、１１１、１１６、１３０、１４０、１５４、１
６１、１６２、１６３、１６４、１６５、１６６、１７０、１７１、１７４、１８０、１
８１、１８２、１８３、１８４、１８５、１９０、２０００、２００１、２０２０、２０
２５、２０５０、２０７０、２０９５、２１５０、２１５５、又はＡｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ
－Ｕ、２０３、２０４、又はＢＹＫ－Ｐ１０４、Ｐ１０４Ｓ、２２０Ｓ、６９１９、又は
Ｌａｃｔｉｍｏｎ、Ｌａｃｔｉｍｏｎ－ＷＳ又はＢｙｋｕｍｅｎ等、日本ルーブリゾール
社製のＳＯＬＳＰＥＲＳＥ－３０００、９０００、１３０００、１３２４０、１３６５０
、１３９４０、１６０００、１７０００、１８０００、２００００、２１０００、２４０
００、２６０００、２７０００、２８０００、３１８４５、３２０００、３２５００、３
２５５０、３３５００、３２６００、３４７５０、３５１００、３６６００、３８５００
、４１０００、４１０９０、５３０９５、５５０００、７６５００等、ＢＡＳＦ社製のＥ
ＦＫＡ－４６、４７、４８、４５２、４００８、４００９、４０１０、４０１５、４０２
０、４０４７、４０５０、４０５５、４０６０、４０８０、４４００、４４０１、４４０



(35) JP 2019-153389 A 2019.9.12

10

20

30

40

50

２、４４０３、４４０６、４４０８、４３００、４３１０、４３２０、４３３０、４３４
０、４５０、４５１、４５３、４５４０、４５５０、４５６０、４８００、５０１０、５
０６５、５０６６、５０７０、７５００、７５５４、１１０１、１２０、１５０、１５０
１、１５０２、１５０３、等、味の素ファインテクノ社製のアジスパーＰＡ１１１、ＰＢ
７１１、ＰＢ８２１、ＰＢ８２２、ＰＢ８２４等が挙げられる。
【０１７６】
＜界面活性剤＞
　界面活性剤としては、ラウリル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテル
硫酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のアル
カリ塩、ステアリン酸ナトリウム、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキル
ジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウ
リル硫酸トリエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノエタノー
ルアミン、スチレン－アクリル酸共重合体のモノエタノールアミン、ポリオキシエチレン
アルキルエーテルリン酸エステル等のアニオン性界面活性剤；ポリオキシエチレンオレイ
ルエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニル
エーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソ
ルビタンモノステアレート、ポリエチレングリコールモノラウレート等のノニオン性界面
活性剤；アルキル４級アンモニウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物等のカオチン
性界面活性剤；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン等のアルキルベタイン、アルキルイ
ミダゾリン等の両性界面活性剤が挙げられ、これらは単独で又は２種以上を混合して用い
ることができるが、必ずしもこれらに限定されるものではない。
【０１７７】
　樹脂型分散剤、界面活性剤を添加する場合には、着色剤１００質量部に対し、好ましく
は０．１～５５質量部、さらに好ましくは０．１～４５質量部である。樹脂型分散剤、界
面活性剤の配合量が、０．１質量部未満の場合には、添加した効果が得られ難く、含有量
が５５質量部より多いと、過剰な分散剤により分散に影響を及ぼすことがある。
【０１７８】
［感光性着色組成物の製造方法］
　感光性着色組成物の製造方法は、例えば、まず、着色剤分散体を調製し、次いで、光重
合性単量体と、光重合開始剤と、必要に応じて用いられる他の成分とを添加する方法など
が挙げられる。
　着色剤分散体は、例えば、着色剤を、バインダー樹脂などの着色剤担体及び／又は有機
溶剤中に、好ましくは分散助剤と一緒に、ニーダー、２本ロールミル、３本ロールミル、
ボールミル、横型サンドミル、縦型サンドミル、アニュラー型ビーズミル、又はアトライ
ター等の各種分散手段を用いて微細に分散することで調製できる。着色剤（Ａ）が２種以
上の着色剤を含む場合、複数ある着色剤を同時に着色剤担体に分散しても良いし、別々に
着色剤分散液を調製した後に混合してもよい。また、着色剤の溶解性が高い場合、具体的
には使用する有機溶剤への溶解性が高く、攪拌により溶解、異物が確認されない状態であ
れば、上記のような微細に分散して製造する必要はない。
【０１７９】
＜粗大粒子の除去＞
　本実施の緩効性着色組成物は、遠心分離、焼結フィルタやメンブレンフィルタによる濾
過等の手段にて、５μｍ以上の粗大粒子、好ましくは１μｍ以上の粗大粒子、さらに好ま
しくは０．５μｍ以上、特に好ましくは０．３μｍ以上の粗大粒子及び混入した塵の除去
を行うことが好ましい。
【０１８０】
２．有機ＥＬ表示装置
　次に有機ＥＬ表示装置の構成について図１を参照して説明する。図１は、本実施の有機
ＥＬ表示装置の、模式的な断面図である。本実施の有機ＥＬ表示装置１０は、駆動素子が
形成されたシリコン基板１上に、有機ＥＬ層２と、カラーフィルタとを有するものであり
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、必要に応じて、当該カラーフィルタ３上に、さらに封止層４やカバーガラス５を有して
もよく、また、有機ＥＬ層２とカラーフィルタ３との間に平坦層（プレーナー）を有して
もよい（図示せず）。
　以下、有機ＥＬ表示装置の各構成の詳細について説明する。
【０１８１】
［カラーフィルタ］
　本実施においてカラーフィルタ３は、有機ＥＬ層上に形成され、少なくとも赤色画素と
、緑色画素と、青色画素とを備えている（３ａ、３ｂ、３ｃ）。当該画素が前述の感光性
着色組成物の硬化物である。本実施においてカラーフィルタは、さらにマゼンタ色画素、
シアン色画素、黄色画素、又はその他の画素を有するものであってもよい。
【０１８２】
＜カラーフィルタの製造方法＞
　本実施においてカラーフィルタは、有機ＥＬ層２上に、又は、必要に応じて設けられた
平坦層上に形成される。平坦層を設けることにより有機ＥＬ層の微細な凹凸面を平坦化す
ることができる。
　平坦層は、公知の硬化性樹脂を用いることができ、紫外線硬化型樹脂が好ましく、必要
に応じては熱硬化型樹脂を併用してもよい。前記紫外線硬化型樹脂としては特に限定する
ものではないが、ｉ線（波長３６５ｎｍ）に感度を示すアクリル系樹脂が好ましい。
【０１８３】
　カラーフィルタを構成する画素の形成方法は特に限定されないが、例えば、以下の方法
とすることができる。
　まず、前述した感光性着色組成物を、スプレーコート法、ディップコート法、バーコー
ト法、コールコート法、スピンコート法などの塗布手段を用いて有機ＥＬ層又は平坦層に
塗布して、塗膜を形成する。
　次いで、必要に応じて前記塗膜を乾燥させたのち、これに、所定のパターンのマスクを
介して露光し、光重合性単量体や感光性アクリル樹脂を光重合反応させて、硬化塗膜とす
る。露光に使用される光源としては、例えば低圧水銀灯、高圧水銀灯、メタルハライドラ
ンプなどの紫外線、電子線等が挙げられる。露光量は、使用する光源や塗膜の厚みなどに
よって適宜調整すればよい。
　また、露光後に重合反応を促進させるために、加熱処理を行ってもよい。前記感光性組
成物は、低温硬化性を有するため、１００℃以下の加熱処理であっても十分に硬化するこ
とができる。
【０１８４】
　本実施においてカラーフィルタを構成する画素の膜厚は、１．０μｍ～２．０μｍであ
る。
　また、本実施においてカラーフィルタを構成する赤色画素、緑色画素、青色画素は、以
下の分光特性を有することにより、高輝度かつ高色再現性を有し、高品位な有機ＥＬ表示
装置とすることができる。
　赤色画素：波長４５０ｎｍ～５６０ｎｍの範囲における光の最大透過率が０．４％以下
、かつ波長６００ｎｍ～７００ｎｍの範囲の光の透過率が８０％以上１００％未満。
　緑色画素：波長４００ｎｍ～４７０ｎｍの範囲における光の最大透過率が２％以下、か
つ波長５５０ｎｍの光の透過率が８０％以上１００％未満。
　青色画素：波長５００ｎｍ～５６０ｎｍの範囲における光の最大透過率が２０％未満。
【０１８５】
［有機ＥＬ層］
　前記有機ＥＬ層は、発光物質を含む有機発光単層、あるいは多層で形成することができ
る。多層で形成される場合は、たとえば一般的な正孔輸送層、電子輸送性有機発光層、電
子輸送層が順次積層してなる３層構成、さらには正孔（電子）注入層、正孔（電子）輸送
層と注入機能と輸送機能を分けた層を設けたり、あるいは正孔（電子）輸送をブロックす
る層を設けたりする多層構成でもよい。
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【０１８６】
　有機ＥＬ層の一例としては、シリコン基板側から順に、陽極、有機層及び陰極を積層し
てなり、封止層で気密に覆われた構成が挙げられる。
【０１８７】
　陽極は、シリコン基板上に設けられ、仕事関数の大きな導電性材料で構成される。仕事
関数の大きな導電性材料としては、たとえば、ニッケル、銀、金、白金、パラジウム、セ
レン、ロジウム、ルテニウム、イリジウム、レニウム、タングステン、モリブデン、クロ
ム、タンタル、ニオブやこれらの合金、あるいは酸化錫（ＳｎＯ２）、酸化インジウム錫
（ＩＴＯ：Ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）、酸化亜鉛、酸化チタン等がある。
【０１８８】
　陰極は、仕事関数が小さな導電性材料を用いて構成されている。このような導電性材料
としては、例えば、Ｌｉ、Ｍｇ、Ｃａ等の活性な金属とＡｇ、Ａｌ、Ｉｎ等の金属との合
金、或いはこれらを積層した構造を使用できる。また、有機層との間に例えば、Ｌｉ、Ｍ
ｇ、Ｃａ等の活性な金属とフッ素、臭素等のハロゲンや酸素等との化合物層を薄く挿入し
た構造としてもよい。
【０１８９】
　陽極及び陰極は、表示装置の駆動方式によって適する形状にパターニングされる。例え
ば、有機ＥＬ表示装置の駆動方式が単純マトリックス型である場合には、この陽極及び陰
極は互いに交差するストライプ状に形成され、これらが交差した部分が有機ＥＬ素子とな
る。
【０１９０】
　有機層は、少なくとも白色の発光層を有するものであるが、通常、複数層の有機層から
構成されるものであり、正孔注入層や電子注入層といった電荷注入層や、白色の発光層に
正孔を輸送する正孔輸送層、白色の発光層に電子を輸送する電子輸送層といった電荷輸送
層を有するものとすることができる。
【０１９１】
　発光層は、白色の発光が得られれば良く、公知のものを用いることができる。白色の発
光特性は、少なくとも赤色領域（６００ｎｍ～７８０ｎｍ）と緑色領域（４７５ｎｍ～６
００ｎｍ）及び青色領域（３８０ｎｍ～４７５ｎｍ）の３つの領域に発光があればよい。
発光ピークは必ずしも３つあるいはそれ以上の数を必要とするのではなく、例えば２つの
発光ピークでも上記の領域に発光があればよい。しかし、広い色再現性を得るためには３
つ以上の発光ピークがある白色発光層を用いることが好ましく、上記３つの色領域のひと
つ以上に発光ピークがあることが好ましい。
【０１９２】
　このような白色の発光層を構成する材料としては、蛍光又は燐光を発するものであれば
特に限定されるものではない。また、発光材料は、正孔輸送性や電子輸送性を有していて
いもよい。発光材料としては、色素系材料、金属錯体系材料、及び高分子系材料を挙げる
ことができる。
【０１９３】
　上記色素系材料としては、シクロペンダミン誘導体、テトラフェニルブタジエン誘導体
、トリフェニルアミン誘導体、オキサジアゾ－ル誘導体、ピラゾロキノリン誘導体、ジス
チリルベンゼン誘導体、ジスチリルアリーレン誘導体、シロール誘導体、チオフェン環化
合物、ピリジン環化合物、ペリノン誘導体、ペリレン誘導体、オリゴチオフェン誘導体、
トリフマニルアミン誘導体、オキサジアゾールダイマー、及びピラゾリンダイマー等を挙
げることができる。
【０１９４】
　上記金属錯体系材料としては、アルミキノリノール錯体、ベンゾキノリノールベリリウ
ム錯体、ベンゾオキサゾール亜鉛錯体、ベンゾチアゾール亜鉛錯体、アゾメチル亜鉛錯体
、ポルフィリン亜鉛錯体、及びユーロピウム錯体、あるいは、中心金属に、Ａｌ、Ｚｎ、
Ｂｅ等又はＴｂ、Ｅｕ、Ｄｙ等の希土類金属を有し、配位子に、オキサジアゾール、チア
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ジアゾール、フェニルピリジン、フェニルベンゾイミダゾール、及びキノリン構造等を有
する金属錯体などを挙げられる。
【０１９５】
　上記高分子系材料としては、ポリパラフェニレンビニレン誘導体、ポリチオフェン誘導
体、ポリパラフェニレン誘導体、ポリシラン誘導体、ポリアセチレン誘導体等、ポリフル
オレン誘導体、ポリビニルカルバゾール誘導体、並びに上記の色素系材料及び金属錯体系
材料を高分子化したもの等を挙げられる。
【０１９６】
　上記白色の発光層の形成方法としては、例えば蒸着法、印刷法、インクジェット法、又
はスピンコート法、キャスティング法、ディッピング法、バーコート法、ブレードコート
法、ロールコート法、グラビアコート法、フレキソ印刷法、スプレーコート法、及び自己
組織化法（交互吸着法、自己組織化単分子膜法）等が挙げられる。特に、蒸着法、スピン
コート法、及びインクジェット法を用いることが好ましく、白色の発光層の膜厚は、通常
５ｎｍ～５μｍ程度である。
【０１９７】
　また有機ＥＬ層は、白色の発光層と陽極との間に正孔注入層が形成されていてもよい。
正孔注入層を設けることにより、白色の発光層への正孔の注入が安定化し、発光効率を高
めることができるからである。正孔注入層の形成材料としては、一般的に有機ＥＬ素子の
正孔注入層に使用されている材料を用いることができる。また、正孔注入層の形成材料は
、正孔の注入性若しくは電子の障壁性のいずれかを有するものであればよい。
【０１９８】
　具体的に、正孔注入層の形成材料としては、トリアゾール誘導体、オキサジアゾール誘
導体、イミダゾール誘導体、ポリアリールアルカン誘導体、ピラゾリン誘導体、ピラゾロ
ン誘導体、フェニレンジアミン誘導体、アリールアミン誘導体、アミノ置換カルコン誘導
体、オキサゾール誘導体、スチリルアントラセン誘導体、フルオレノン誘導体、ヒドラゾ
ン誘導体、スチルベン誘導体、シラザン誘導体、ポリシラン系、アニリン系共重合体、及
びチオフェンオリゴマー等の導電性高分子オリゴマー等が挙げられる。
【０１９９】
　さらに、正孔注入層の形成材料としては、ポルフィリン化合物、芳香族第三級アミン化
合物、及びスチリルアミン化合物等が挙げられる。正孔注入層の膜厚は、通常５ｎｍ～１
μｍ程度である。
【０２００】
　また有機ＥＬ層は、白色の発光層と陰極との間に電子注入層が形成されていてもよい。
電子注入層を設けることにより、白色発光層への電子の注入が安定化し、発光効率を高め
ることができる。
【０２０１】
　電子注入層の形成材料としては、例えばニトロ置換フルオレン誘導体、アントラキノジ
メタン誘導体、ジフェニルキノン誘導体、チオピランジオキシド誘導体、ナフタレンペリ
レン等の複素環テトラカルボン酸無水物、カルボジイミド、フレオレニリデンメタン誘導
体、アントラキノジメタン及びアントロン誘導体、オキサジアゾール誘導体、オキサジア
ゾール誘導体のオキサジアゾール環の酸素原子をイオウ原子に置換したチアゾール誘導体
、電子吸引基として知られているキノキサリン環を有したキノキサリン誘導体、トリス（
８－キノリノール）アルミニウム等の８－キノリノール誘導体の金属錯体、フタロシアニ
ン、金属フタロシアニン、並びにジスチリルピラジン誘導体等が挙げられる。
【実施例】
【０２０２】
　以下、実施例により本発明を説明する。なお、実施例中の「部」及び「％」とは、それ
ぞれ「質量部」及び「質量％」を表す。
【０２０３】
まず、実施例に先立ち、樹脂型分散剤、バインダー樹脂溶液、着色剤、顔料分散体、及び
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感光性着色組成物の製造方法について説明する。また、樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）及
び酸価の測定方法は以下の通りである。
【０２０４】
（重量平均分子量）
　樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は、ＴＳＫｇｅｌカラム（東ソー社製）を用い、ＲＩ検
出器を装備したＧＰＣ（東ソー社製、ＨＬＣ－８３２０ＧＰＣ）で、展開溶剤にＴＨＦを
用いて測定したポリスチレン換算の重量平均分子量（Ｍｗ）である。
【０２０５】
（酸価）
　樹脂酸価は、ＪＩＳ　Ｋ　００７０の電位差滴定法に準拠し、測定した酸価（ｍｇＫＯ
Ｈ／ｇ）を固形分換算した値である。
【０２０６】
＜樹脂型分散剤溶液の製造＞
（樹脂型分散剤溶液１）：感光性アクリル樹脂
　ガス導入管、温度計、コンデンサー、攪拌機を備えた反応容器に、３－メルカプト－１
，２－プロパンジオール８部、ピロメリット酸無水物１２部、プロピレングリコールモノ
メチルエーテルアセテート（ＰＧＭＡｃ）８０部、触媒としてモノブチルスズオキシド０
．２部を仕込み、窒素ガスで置換した後、１２０℃で５時間反応させた（第一工程）。酸
価の測定で９５％以上の酸無水物がハーフエステル化していることを確認した。次に、メ
チルメタクリレート（ＭＭＡ）１５部、ｔ－ブチルアクリレート（ｔＢＡ）１０部、エチ
ルアクリレート（ＥＡ）１０部、メタクリル酸（ＭＡＡ）５部、ベンジルメタクリレート
（ＢｚＭＡ）１０部、２－ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）５０部を仕込み
、反応容器内を８０℃に加熱して、２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリ
ル）１部を添加し、１２時間反応した（第二工程）。固形分測定により９５％が反応した
ことを確認した。次いで、次にフラスコ内を空気置換し、２－メタクリロイルオキシエチ
ルイソシアネート（ＭＯＩ）５４．０部、ヒドロキノン０．１部を仕込み、７０℃で４時
間反応を行った（第三工程）。ＩＲにてイソシアネート基に基づく２２７０ｃｍ－１のピ
ークの消失を確認後、反応溶液を冷却して、ＰＧＭＡｃで固形分調整することにより、固
形分４０％の感光性アクリル樹脂である樹脂型分散剤溶液１を得た。得られた樹脂型分散
剤の酸価は３６、重量平均分子量は１２，０００であった。
【０２０７】
（樹脂型分散剤溶液２）：非感光性
　ガス導入管、温度計、コンデンサー、攪拌機を備えた反応容器に、エチルアクリレート
３０部、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート２０部、２‐メチルメタクリレート４０部、を仕
込み、窒素ガスで置換した。反応容器内を８０℃に加熱して、３－メルカプト－１，２－
プロパンジオール６部に、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル０．１部をシクロヘキ
サノン４５．７部に溶解した溶液を添加して、１０時間反応した。固形分測定により９５
％が反応したことを確認した。このとき、重量平均分子量が４０００であった。次に、ピ
ロメリット酸二無水物９．７部、ＰＧＭＡｃ７０部、触媒として１，８－ジアザビシクロ
－［５．４．０］－７－ウンデセン０．２０部を追加し、１２０℃で７時間反応させた。
酸価の測定で９８％以上の酸無水物がハーフエステル化していることを確認し反応を終了
した。反応終了後、不揮発分を４０質量％に調製し、重量平均分子量８，１００、酸価５
０ｍｇＫＯＨ／ｇ、ビニル重合部位のガラス転移温度２２．５℃の樹脂型分散剤のＰＧＭ
Ａｃ溶液（樹脂型分散剤溶液２）を得た。
【０２０８】
＜バインダー樹脂の製造＞
（アクリル樹脂溶液１）：感光性アクリル樹脂
　セパラブル４口フラスコに温度計、冷却管、窒素ガス導入管、撹拌装置を取り付けた反
応容器にプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート１００部を入れ、容器に窒
素ガスを注入しながら１２０℃に加熱して、同温度で滴下管よりスチレン５．２部、グリ
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シジルメタクリレート３５．５部、ジシクロペンタニルメタクリレート４１．０部、アゾ
ビスイソブチロニトリル１．０部の混合物を２．５時間かけて滴下し重合反応を行った。
次にフラスコ内を空気置換し、アクリル酸１７．０部にトリスジメチルアミノメチルフェ
ノール０．３部、及びハイドロキノン０．３部を投入し、１２０℃で５時間反応を続け固
形分酸価＝０．８となったところで反応を終了し、重量平均分子量が約１２，０００（Ｇ
ＰＣによる測定）の樹脂溶液を得た。
　更にテトラヒドロ無水フタル酸３０．４部、トリエチルアミン０．５部を加え１２０℃
で４時間反応させ、不揮発分が２０％になるようにプロピレングリコールモノメチルエー
テルアセテートを添加してアクリル樹脂溶液１を調製した。
【０２０９】
（アクリル樹脂溶液２）：感光性アクリル樹脂
　撹拌機、温度計、還流冷却管、滴下ロート及び窒素導入管を備えたフラスコに、プロピ
レングリコールモノメチルエーテルアセテート１８２ｇを導入し、フラスコ内雰囲気を空
気から窒素にした後、１００℃に昇温後、ベンジルメタクリレート７０．５ｇ（０．４０
モル）、メタクリル酸４３．０ｇ（０．５モル）、トリシクロデカン骨格のモノメタクリ
レート（日立化成（株）製ＦＡ－５１３Ｍ）２２．０ｇ（０．１０モル）及びプロピレン
グリコールモノメチルエーテルアセテート１３６ｇからなる混合物にアゾビスイソブチロ
ニトリル３．６ｇを添加した溶液を滴下ロートから２時間かけてフラスコに滴下し、さら
に１００℃で５時間撹拌し続けた。次に、フラスコ内雰囲気を窒素から空気にし、グリシ
ジルメタクリレート３５．５ｇ［０．２５モル、（本反応に用いたメタクリル酸のカルボ
キシル基に対して５０モル％）］、トリスジメチルアミノメチルフェノール０．９ｇ及び
ハイドロキノン０．１４５ｇをフラスコ内に投入し、１１０℃で６時間反応を続け、不揮
発分が２０％になるようにプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテートを添加し
て固形分酸価が７９ｍｇＫＯＨ／ｇのアクリル樹脂溶液２を得た。ＧＰＣにより測定した
ポリスチレン換算の重量平均分子量は１３，０００で、分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）は２．
１であった。
【０２１０】
（アクリル樹脂溶液３）：非感光性
　セパラブル４口フラスコに温度計、冷却管、窒素ガス導入管、滴下管及び撹拌装置を取
り付けた反応容器にシクロヘキサノン１９６部を仕込み、８０℃に昇温し、反応容器内を
窒素置換した後、滴下管より、ベンジルメタクリレート２０．０部、ｎ－ブチルメタクリ
レート１７．２部、２－ヒドロキシエチルメタクリレート１２．９部、メタクリル酸１２
．０部、パラクミルフェノールエチレンオキサイド変性アクリレート（東亞合成株式会社
製「アロニックスＭ１１０」）２０．７部、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル１．
１部の混合物を２時間かけて滴下した。滴下終了後、更に３時間反応を継続し、アクリル
樹脂の溶液を得た。
　室温まで冷却した後、樹脂溶液約２部をサンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥し
て不揮発分を測定し、先に合成した樹脂溶液に不揮発分が２０質量％になるようにプロピ
レングリコールモノメチルエーテルアセテートを添加して、アクリル樹脂溶液３を調製し
た。重量平均分子量（Ｍｗ）は２６，０００であった。
【０２１１】
＜着色剤（Ａ）の製造＞
（微細化赤色顔料（ＰＲ２５４－１））
　ジケトピロロピロール系赤色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４（ＢＡＳＦ社製「Ｉ
ｒｇａｊｉｎ　ＲｅｄＬ　３６３０」）２００部、塩化ナトリウム１４００部、及びジエ
チレングリコール３６０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）に仕込み、
８０℃で６時間混練した。次にこの混練物を８０００部の温水に投入し、８０℃に加熱し
ながら２時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウム及びジエ
チレングリコールを除いた後、８５℃で一昼夜乾燥し、ジケトピロロピロール系の微細化
赤色顔料（ＰＲ２５４－１）を得た。
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【０２１２】
（微細化黄色顔料（ＰＹ１３９－１））
　黄色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９（ＢＡＳＦ社製「パリオトールエローＤ１
８１９」）２００部、塩化ナトリウム１４００部、及びジエチレングリコール３６０部を
ステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）に仕込み、８０℃で６時間混練した。次
にこの混練物を８０００部の温水に投入し、８０℃に加熱しながら２時間攪拌してスラリ
ー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウム及びジエチレングリコールを除いた後
、８５℃で一昼夜乾燥し、微細化黄色顔料（ＰＹ１３９－１）を得た。
【０２１３】
（微細化黄色顔料（ＰＹ１８５－１））
　黄色着色剤として、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８５（ＢＡＳＦ社「Ｐａｌｉｏｔｏ
ｌ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｌ　１１５５」）２００部、塩化ナトリウム１０００部、及びジエチ
レングリコール１００部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所社製）に仕込み、
１００℃で６時間混練した。次にこの混練物を５リットルの温水に投入し、７０℃に加熱
しながら１時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウム及びジ
エチレングリコールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥し、微細化黄色顔料（ＰＹ１８５－
１）を得た。
【０２１４】
（微細化緑色顔料（ＰＧ５８－１））
　フタロシアニン系緑色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン５８（ＤＩＣ株式会社製「ＦＡ
ＳＴＯＧＥＮ　ＧＲＥＥＮ　Ａ１１０」）２００部、塩化ナトリウム１４００部、及びジ
エチレングリコール３６０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）に仕込み
、８０℃で６時間混練した。次にこの混練物を８０００部の温水に投入し、８０℃に加熱
しながら２時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウム及びジ
エチレングリコールを除いた後、８５℃で一昼夜乾燥し、フタロシアニン系の微細化緑色
顔料（ＰＧ５８－１）を得た。
【０２１５】
（微細化青色顔料（ＰＢ１５：６－１））
　フタロシアニン系青色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６（トーヨーカラー株式会
社製「ＬＩＯＮＯＬ　ＢＬＵＥ　ＥＳ」、比表面積６０ｍ２／ｇ）２００部、塩化ナトリ
ウム１４００部、及びジエチレングリコール３６０部をステンレス製１ガロンニーダー（
井上製作所製）に仕込み、８０℃で６時間混練した。次にこの混練物を８０００部の温水
に投入し、８０℃に加熱しながら２時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返し
て塩化ナトリウム及びジエチレングリコールを除いた後、８５℃で一昼夜乾燥し、フタロ
シアニン系の微細化青色顔料（ＰＢ１５：６－１）を得た。
【０２１６】
（微細化紫色顔料（ＰＶ２３－１））
　ジオキサジン系紫色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３（トーヨーカラー株式会
社製「ＬＩＯＮＯＧＥＮ　ＶＩＯＬＥＴ　ＲＬ」）２００部、塩化ナトリウム１４００部
、及びジエチレングリコール３６０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）
に仕込み、８０℃で６時間混練した。次にこの混練物を８０００部の温水に投入し、８０
℃に加熱しながら２時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウ
ム及びジエチレングリコールを除いた後、８５℃で一昼夜乾燥し、ジオキサジン系の微細
化紫色顔料（ＰＶ２３－１）を得た。
【０２１７】
＜造塩化合物（Ｖ）の製造方法＞
　下記の手順でＣ．Ｉ．アシッドレッド２８９と４級アンモニウム塩化合物であるトリス
テアリルモノメチルアンモニウムクロライドとからなる造塩化合物（Ｖ）を作製した。５
％水溶液になるよう、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド２８９　１０部を２００部の水に溶解させ
、３０～５０℃に加熱した後、メタノール／水＝２０／８０溶液に５％溶液になるよう５
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．５部のトリステアリルモノメチルアンモニウムクロライドを溶解し、少しずつ滴下した
。トリステアリルモノメチルアンモニウムクロライド溶液を滴下した後、３０～５０℃で
３時間攪拌した。攪拌しながら室温まで放冷した後、吸引濾過を行い、水洗後、濾紙上に
残った造塩化合物を乾燥機にて水分を除去して乾燥して、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド２８９
とトリステアリルモノメチルアンモニウムクロライドとの造塩化合物（Ｖ）８部を得た。
【０２１８】
＜顔料分散体の製造＞
（顔料分散体（ＰＲ－１））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０質量％の顔料分
散体（ＰＲ－１）を作製した。
微細化赤色顔料（ＰＲ２５４－１）　　　　　　　　　　　　　　　　：１４．８部
アクリル樹脂溶液３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　６．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　：６９．２部
樹脂型分散剤溶液１（感光性アクリル樹脂）　　　　　　　　　　　　：１０．０部
【０２１９】
（顔料分散体（ＰＲ－２））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０質量％の顔料分
散体（ＰＲ－２）を作製した。
微細化赤色顔料（ＰＲ２５４－１）　　　　　　　　　　　　　　　　：１４．８部
アクリル樹脂溶液３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　６．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　：６９．０部
樹脂型分散剤溶液２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１０．０部
【０２２０】
（顔料分散体（ＰＹ－１））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０質量％の顔料分
散体（ＰＹ－１）を作製した。
微細化黄色顔料（ＰＹ１３９－１）　　　　　　　　　　　　　　　　：１４．０部
アクリル樹脂溶液３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　８．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　：６７．０部
樹脂型分散剤溶液１（感光性アクリル樹脂）　　　　　　　　　　　　：１１．０部
【０２２１】
（顔料分散体（ＰＹ－２））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０質量％の顔料分
散体（ＰＹ－２）を作製した。
微細化黄色顔料（ＰＹ１３９－１）　　　　　　　　　　　　　　　　：１４．０部
アクリル樹脂溶液３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　８．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　：６７．０部
樹脂型分散剤溶液２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１１．０部
【０２２２】
（顔料分散体（ＰＹ－３））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
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で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０質量％の顔料分
散体（ＰＹ－３）を作製した。
微細化黄色顔料（ＰＹ１８５－１）　　　　　　　　　　　　　　　　：１４．０部
アクリル樹脂溶液３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　８．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　：６７．０部
樹脂型分散剤溶液１（感光性アクリル樹脂）　　　　　　　　　　　　：１１．０部
【０２２３】
（顔料分散体（ＰＹ－４））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０質量％の顔料分
散体（ＰＹ－４）を作製した。
微細化黄色顔料（ＰＹ１８５－１）　　　　　　　　　　　　　　　　：１４．０部
アクリル樹脂溶液３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　８．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　：６７．０部
樹脂型分散剤溶液２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１１．０部
【０２２４】
（顔料分散体（ＰＧ－１））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０質量％の顔料分
散体（ＰＧ－１）を作製した。
微細化緑色顔料（ＰＧ５８－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１３．０部
アクリル樹脂溶液３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１１．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　：５２．０部
樹脂型分散剤溶液１（感光性アクリル樹脂）　　　　　　　　　　　　：６４．０部
【０２２５】
（顔料分散体（ＰＧ－２））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０質量％の顔料分
散体（ＰＧ－２）を作製した。
微細化緑色顔料（ＰＧ５８－１）　　　　　　　　　　　　　　　　　：１３．０部
アクリル樹脂溶液３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１１．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　：６４．０部
樹脂型分散剤溶液２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１２．０部
【０２２６】
（顔料分散体（ＰＢ－１））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０質量％の顔料分
散体（ＰＢ－１）を作製した。
微細化青色顔料（ＰＢ１５：６－１）　　　　　　　　　　　　　　　：１４．０部
アクリル樹脂溶液３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　８．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　：６７．０部
樹脂型分散剤溶液１（感光性アクリル樹脂）　　　　　　　　　　　　：１１．０部
【０２２７】
（顔料分散体（ＰＢ－２））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
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で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０質量％の顔料分
散体（ＰＢ－２）を作製した。
微細化青色顔料（ＰＢ１５：６－１）　　　　　　　　　　　　　　　：１４．０部
アクリル樹脂溶液３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　８．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　：６７．０部
樹脂型分散剤溶液２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１１．０部
【０２２８】
（顔料分散体（ＰＶ－１））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０質量％の顔料分
散体（ＰＶ－１）を作製した。
微細化紫色顔料（ＰＶ２３－１）　　　　　　　　　　　　　　　　　：１０．０部
アクリル樹脂溶液３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１４．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　：５８．０部
樹脂型分散剤溶液１（感光性アクリル樹脂）　　　　　　　　　　　　：１８．０部
【０２２９】
（顔料分散体（ＰＶ－２））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０質量％の顔料分
散体（ＰＶ－２）を作製した。
微細化紫色顔料（ＰＶ２３－１）　　　　　　　　　　　　　　　：１０．０部
アクリル樹脂溶液３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１４．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　：５８．０部
樹脂型分散剤溶液２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１８．０部
【０２３０】
＜造塩化合物含有樹脂溶液（ＳＶ）の製造方法＞
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５．０μｍのフィルタで濾過し造塩
化合物含有樹脂溶液（ＳＶ）を作製した。
造塩化合物（Ｖ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１３．００部
シクロヘキサノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：８７．００部
【０２３１】
＜感光性着色組成物の製造＞
［製造例１］
（感光性着色組成物（Ｒ－１））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、１．０μｍのフィルタで濾過して、
感光性着色組成物（Ｒ－１）を得た。
顔料分散体（ＰＲ－１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：５８．２部
顔料分散体（ＰＹ－１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１７．４部
トリメチロールプロパントリアクリレート　　　　　　　　　　　：　３．８部
　（東亞合成社製「アロニックス　Ｍ－３０９」）
ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート　　　　　　　　　　：　３．８部
　（東亞合成社製「アロニックス　Ｍ－４０２」）
光重合開始剤（ＢＡＳＦ社製「ＯＸＥ－０２」）　　　　　　　　：　０．７部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　：１６．０部
【０２３２】
［製造例２～４９］
（感光性着色組成物（Ｒ－２～４９）の調整）
　顔料分散体、光重合性単量体、光重合開始剤、及びアクリル樹脂溶液の種類と配合量を
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表１～３に示す内容に変更した以外は感光性着色組成物（Ｒ－１）と同様にして感光性着
色組成物（Ｒ－２～４９）を得た。
【０２３３】
【表１】

【０２３４】
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【表２】

【０２３５】
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【表３】

【０２３６】
　表１－３中の略称について以下に示す。
＜光重合性単量体（Ｂ）＞
光重合性単量体Ｂ－１：トリメチロールプロパントリアクリレート（東亞合成社製「アロ
ニックス　Ｍ－３０９」）
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光重合性単量体Ｂ－２：トリメチロールプロパンＰＯ変性トリアクリレート（東亞合成社
製「アロニックス　Ｍ－３５０）
光重合性単量体Ｂ－３：ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート（東亞合成社製「ア
ロニックス　Ｍ－４０２」）
＜光重合開始剤（Ｃ）＞
光重合開始剤Ｃ－１：エタノン，１－［９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９
Ｈ－カルバゾール－３－イル］－，１－（Ｏ－アセチルオキシム）
（ＢＡＳＦ社製「ＩＲＧＡＣＵＲＥ　ＯＸＥ　０２」）
光重合開始剤Ｃ－２：１．２－オクタンジオン，１－［４－（フェニルチオ）－，２－（
Ｏ－ベンゾイルオキシム）］
（ＢＡＳＦ社製「ＩＲＧＡＣＵＲＥ　ＯＸＥ　０１」）
光重合開始剤Ｃ－３：以下の化学式で表される化合物
【０２３７】
【化９】

【０２３８】
光重合開始剤Ｃ－４：２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェ
ニル）－ブタノン－１
（ＢＡＳＦ社製「ＩＲＧＡＣＵＲＥ　３６９Ｅ」）
【０２３９】
＜ＯＬＥＤ素子の製造＞
　シリコン基板にスパッタ法やエッチング法等の公知の方法を用いてＴＦＴ層を形成した
。更に、ＴＦＴ層上に蒸着法等の公知の方法を用いて白色有機ＥＬ素子を形成後、ＣＶＤ
法により窒化珪素を被覆して有機ＥＬ素子基板を形成した。
【０２４０】
＜カラーフィルタ・有機ＥＬ表示装置の製造＞
　前記ＯＬＥＤ素子上に、緑色感光性樹脂組成物を硬化仕上がりの膜厚が１．５μｍにな
るようにスピンナーで塗布し、パターンマスクを介して紫外線露光、アルカリ現像、水洗
及び乾燥工程を経てカラーフィルタの緑色層（Ｇ）を形成した。その後、加熱オーブンを
用いて８０℃、１０分間加熱して硬化して、カラーフィルタの緑色層（Ｇ）の形成を完了
した。
【０２４１】
　次に、上述のカラーフィルタの緑色層（Ｇ）の形成方法と同様にして、赤色感光性樹脂
組成物を、硬化仕上がりの膜厚が１．５μｍになるようにスピンナーで塗布し、パターン
マスクを介して紫外線露光、アルカリ現像、水洗及び乾燥工程を経てカラーフィルタの緑
色層（Ｒ）を仮形成した。その後、加熱オーブンを用いて８０℃、１０分間加熱して硬化
して、カラーフィルタの赤色層（Ｒ）の形成を完了した。
【０２４２】
　さらに、上述のカラーフィルタの緑色層（Ｇ）の形成方法と同様にして、青色感光性樹
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脂組成物を、硬化仕上がりの膜厚が１．５μｍになるようにスピンナーで塗布し、パター
ンマスクを介して紫外線露光、アルカリ現像、水洗及び乾燥工程を経てカラーフィルタの
赤色層（Ｂ）を仮形成した。その後、加熱オーブンを用いて８０℃、１０分間加熱して硬
化して、カラーフィルタの赤色層（Ｂ）の形成を完了してカラーフィルタを作製した。
【０２４３】
緑色、赤色、青色の層を形成後、封止剤ストラクトボンドＸＭＦ－Ｔ１０７（三井化学社
製）を用いてカバーガラスと貼り合せし、有機ＥＬ表示装置を作製した。
【０２４４】
カラーフィルタ及び有機ＥＬ表示装置の作製にあたり、使用した感光性着色組成物を表４
に示す。
【０２４５】
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【表４】

【０２４６】
＜カラーフィルタ、有機ＥＬ表示装置の外観観察＞
　実施例１～１４及び比較例１～３のカラーフィルタおよび有機ＥＬ表示装置の外観観察
をＮＩＫＯＮ製光学顕微鏡「ＥＣＬＩＰＳＥ　ＬＶ１００」にて反射観察した。
画素の染込み、表面あれがないものは◎、軽微な染込みがみられるものは△、表面あれ・
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隣接画素からの色の染込みがみられるものは×として評価した。また、混色評価として、
正面から観察した場合と斜めから観察した場合において、色ズレが視認されたものは×と
して評価した。結果を表４に示す。
【０２４７】
＜分光特性評価＞
　上記カラーフィルタの形成方法と同様に、１．１ｍｍ厚のガラス基板上に緑色、赤色、
青色の塗膜をそれぞれ形成した。次いで表４に記載した分光透過率を顕微分光光度計（オ
リンパス光学社製「ＯＳＰ－ＳＰ２００」）で測定した。結果を表４に示す。
【０２４８】
　表４の結果より、前記赤色画素の分光透過率が、４５０ｎｍ～５６０ｎｍの波長範囲の
最大透過率が０．４％以下かつ６００ｎｍ～７００ｎｍの範囲の透過率が、８０％以上１
００％未満かつ、前記緑色画素の分光透過率が４００ｎｍ～４７０ｎｍの波長範囲での最
大透過率が２％以下かつ５５０ｎｍの波長での透過率が８０％以上１００％未満の範囲か
つ、前記青色画素の分光透過率が５００ｎｍ～５６０ｎｍの波長範囲での最大透過率が２
０％未満であり、前記赤色、緑色、青色画素を形成する際に用いる感光性着色組成物が少
なくとも一般式（１）で表される化合物を含み、光重合開始剤が少なくともオキシムエス
テル系光重合開始剤を含む感光性着色組成物を用いて形成されたカラーフィルタを用いた
場合において、高輝度かつ高色再現性を有し、高品位な有機ＥＬ表示装置が得られた。

　さらに赤色、緑色、青色画素を形成する際に使用した感光性着色組成物において一般式
（１）であらわされる化合物の含有量が光重合性単量体の全量に対して５０質量％以上で
ある場合、赤色・緑色・青色画素の重なりが生じず、高輝度な有機ＥＬ表示装置が得られ
た。
　さらに赤色、緑色、青色画素を形成する際に使用した感光性着色組成物において、オキ
シムエステル系光重合開始剤に一般式（２）であらわされる化合物を用いた場合には、赤
色・緑色・青色画素の表面あれが生じず、更に高輝度な有機ＥＬ表示装置が得られた。
【０２４９】
　赤色、緑色、青色画素を形成する際に使用した感光性着色組成物において、分散樹脂に
感光性アクリル樹脂を用いた場合には、赤色・緑色・青色画素の表面あれが生じず、高輝
度な有機ＥＬ表示装置が得られた。
　一方で、一般式（１）であらわされる化合物を用いない場合においては、外観不良を生
じない状態まで露光すると、画素サイズが大きくなりすぎ、赤色、緑色、青色画素に重な
りが生じ、画素の平坦性が悪化してしまった。そのため、斜め観察時の混色が生じてしま
い、有機ＥＬ表示装置の品位低下を確認した。
　また、赤色、緑色、青色画素の分光透過率が、本発明で規定する範囲から外れたカラー
フィルタを具備した場合においては、斜め観察時に混色が生じてしまい、有機ＥＬ表示装
置の品位低下を確認された。
【産業上の利用可能性】
【０２５０】
　本発明は、スマートグラス、ヘッドマウントディスプレイ、電子ビューファインダなど
の電子機器用の有機ＥＬ表示装置として利用することができる。
【符号の説明】
【０２５１】
１　　シリコンウエハ
２　　有機ＥＬ層
３　　カラーフィルタ
４　　封止層
５　　カバーガラス
１０　有機ＥＬ表示装置
３ａ、３ｂ、３ｃ　画素



(52) JP 2019-153389 A 2019.9.12

【図１】



(53) JP 2019-153389 A 2019.9.12

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)           Ｇ０３Ｆ    7/004    ５０５　        　　　　　
   Ｇ０３Ｆ   7/027    (2006.01)           Ｇ０３Ｆ    7/027    ５０２　        　　　　　
   Ｇ０３Ｆ   7/031    (2006.01)           Ｇ０３Ｆ    7/031    　　　　        　　　　　
   Ｇ０３Ｆ   7/038    (2006.01)           Ｇ０３Ｆ    7/038    ５０１　        　　　　　

(74)代理人  100124936
            弁理士　秦　恵子
(72)発明者  常川　新司
            東京都中央区京橋二丁目２番１号　東洋ビジュアルソリューションズ株式会社内
(72)発明者  古澤　孝仁
            東京都中央区京橋二丁目２番１号　東洋ビジュアルソリューションズ株式会社内
(72)発明者  大中　希
            東京都台東区台東１丁目５番１号　凸版印刷株式会社内
(72)発明者  山内　淳
            東京都台東区台東１丁目５番１号　凸版印刷株式会社内
Ｆターム(参考) 2H148 BD05  BE03  BE22  BF02  BF16  BG06  BH03  BH05 
　　　　 　　  2H225 AC33  AC36  AC43  AC44  AC46  AC47  AC49  AC63  AC72  AC74 
　　　　 　　        AD02  AD06  AM10P AM22P AM23P AM25P AM26P AM32P AM62P AM92P
　　　　 　　        AN39P AN42P AN66P AN94P AN97P AN98P BA01P BA16P BA17P BA35P
　　　　 　　        CA17  CA24  CB02  CC01  CC13 
　　　　 　　  3K107 AA01  BB01  CC02  CC07  CC09  CC33  CC35  CC43  DD03  DD14 
　　　　 　　        EE03  EE22  EE23  EE48  FF06  FF14  GG06  GG12  GG28 



专利名称(译) 有机EL显示装置

公开(公告)号 JP2019153389A 公开(公告)日 2019-09-12

申请号 JP2018035710 申请日 2018-02-28

[标]申请(专利权)人(译) 东洋油墨制造株式会社
凸版印刷株式会社

申请(专利权)人(译) 东洋油墨SC控股有限公司
东洋彩有限公司
凸版印刷株式会社

[标]发明人 常川新司
古澤孝仁
大中希
山内淳

发明人 常川 新司
古澤 孝仁
大中 希
山内 淳

IPC分类号 H05B33/12 H01L27/32 H01L51/50 H05B33/02 G02B5/20 G03F7/004 G03F7/027 G03F7/031 G03F7
/038

FI分类号 H05B33/12.E H01L27/32 H05B33/14.A H05B33/02 G02B5/20.101 G03F7/004.505 G03F7/027.502 
G03F7/031 G03F7/038.501

F-TERM分类号 2H148/BD05 2H148/BE03 2H148/BE22 2H148/BF02 2H148/BF16 2H148/BG06 2H148/BH03 2H148
/BH05 2H225/AC33 2H225/AC36 2H225/AC43 2H225/AC44 2H225/AC46 2H225/AC47 2H225/AC49 
2H225/AC63 2H225/AC72 2H225/AC74 2H225/AD02 2H225/AD06 2H225/AM10P 2H225/AM22P 
2H225/AM23P 2H225/AM25P 2H225/AM26P 2H225/AM32P 2H225/AM62P 2H225/AM92P 2H225
/AN39P 2H225/AN42P 2H225/AN66P 2H225/AN94P 2H225/AN97P 2H225/AN98P 2H225/BA01P 
2H225/BA16P 2H225/BA17P 2H225/BA35P 2H225/CA17 2H225/CA24 2H225/CB02 2H225/CC01 
2H225/CC13 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC02 3K107/CC07 3K107/CC09 3K107/CC33 3K107
/CC35 3K107/CC43 3K107/DD03 3K107/DD14 3K107/EE03 3K107/EE22 3K107/EE23 3K107/EE48 
3K107/FF06 3K107/FF14 3K107/GG06 3K107/GG12 3K107/GG28

代理人(译) 秦惠子

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供一种具有高亮度和高色彩再现性的高质量有机EL显示装置。解决方案：有机EL显示装置包括有机EL层和在硅基板上形成有驱
动元件的滤色器。 滤色器具有包括特定的红色像素，绿色像素和蓝色像素的像素。 像素包含着色剂（A），光聚合单体（B），光
聚合引发剂（C）和树脂（D）。 光聚合性单体（B）包括由以下通式（1）表示的化合物。 光聚合引发剂（C）是包括基于肟酯的
光聚合引发剂的光敏着色组合物的固化产物。 通式（1）：[CH ＝ CHC（＝ O）-（OCH）-OCH] -CCHCH（通式（1）中的各个
符号或符号如其说明书中所述。）选图：图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9cdf5bea-e6a6-45c0-b45f-10fca3033110
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/067946712/publication/JP2019153389A?q=JP2019153389A



